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日本 に お け る エ ミー ル ・ヴ ェ ル ハ ー レ ン
受容史のための基礎作業的序説
大 場 恒 明
は じめ に
ベルギー詩人エ ミール ・ヴェルハ ー レンは,明 治30年 代 に上 田敏 に よって
紹介 されて以来,明 治,大 正,昭 和 を通 じ,こ の詩 人の多 面性 が,時 代 の変
動 に呼応 し,そ の都度,日 本 の詩人 たちの詩魂 をさまざまに共振 させ,日 本
近代詩 の成 立 と進展 に深 くかかわ った。
表1に 明 らか な ように,ヴ ェルハ ー レンの主 要詩集 の うち,10名 を超 え る
訳者 によ り,完 訳5詩 集 をふ くみ大部分 の詩集が紹介 された。
それ に反 し,そ の影響 の実態 の学術 的 な解明が 十分 になされ ている とはい
えず,通 時的 な受容史 もい まだ に書かれて いない ことは,表3に 見 る とお り
である。
この小論 におい て,基 礎 作業 として,関 連文献 を時系列 で0覧 し,日 本 に
おける ヴェルハ ー レンの比較文学研 究 にむけてs問 題提起 を試 み なが ら,な
にが しかの寄与 を したい。
1「 人 間 」 とい う新 しい 「神 」 を発 見 した詩 人
ヴェルハ ー レンは終生 フ ラン ドルの大 地 に根 ざ した詩人 であ った。 フラ ン
ドルの豊饒 な現 実世界 と神 秘的 な精神 世界 の二元 的なベ ク トルが,こ の詩人




EmileVerhaeren(1855-1916)の 主 要 詩 集
(邦訳詩 篇数の カ ッコ内は,複 数訳者 による同一詩篇訳 を加 えた総数 を示 す)
出版年 主要詩集(略 記) 邦訳詩集名 詩篇数 邦訳
詩篇数
..
・a 五θ5-FlacmarLdes(Fの 『フラ ン ドル景物詩 』 27 4(5)
1886 LesMoines(M) 『修道士たち』 32 5
1888 LesSoirs(3> 『夜』 24 1(2)
1888 ムθ8ヱ)ebacles 『崩壊』 19 0
1891 LesFlambeauxnoirs 『黒い炬火』 12 0
1891 LesApparusdansmesChemzns(Ap.) 『わが途上 に現 れ しもの』 13 2
1893 ムθ50α 脚 α9πθsんallucinees(c.x) 『幻覚 に とらわれた田園』 1$ 18(24)
1895 LesVillagesillusoires(VI.) 『幻想 の村 々』 15 3(4)
1895 LesVillestentaculaires(V.T.} 『触手ある都市』 20 20(21)
1595 LesBordsdelaRoute(B.R.〉 『路傍』 30 5(7)
1895 LesdouzeMois(D.M.} 『十二 ヶ月』 12 6(10)
1896 LesHeuresclaires(H.C.) 『明 るい時』 30 30(38)
1899 LesVisagesdedaVie(V.V) 『生活の相貌』 14 6(9)
1902 LesForcestumultueuses(F.T.) 『騒擾 の力』 33 5(6)
1904 7b厩 θdaFlandre.LesTendressespremieres 『全 フラン ドル 初めての愛綱 15 0
1905 LesHeures〔 銑4Pγ ∂s一柵 毫伽(H.A.) 『午後 の時』 30 30(45)
1906 LamultipleSplendeur(M.S.} 『無量の壮麗』 22 11(16)
1907 TautelaFlandre.LaCfuirlandedesDunes 『全 フラン ドル 砂丘の花飾』 29 D
1908 7'outelaFlandre.LesHeros 『全 フ ラン ドル 英雄たち』 16 0
1910 TOUtelaFlandre.LesVillesaPignons 『全フランドル 切妻のある町k』 34 0
1910 LesRythmessouverairts(R.S.} 『至上律』 15 3(5)
1931 ToutelaFlandre.LesPlaines(Pl.} 『全 フ ラン ドル 平原』 67 2
1911 LesHeuresduSoir(E8) 『夕べ の時』 26 6(7)
1912 LesBbesmouvants(B.112'.} 『そ よぐ麦』 39 20(22)
1916 五esAilesdelaGuerre(A.ω 『戦争の赤い翼』 34 4
1917 ゐesFlamrr}θsん α厩 θs(F、H.) 『天上の炎』 25 25(32)
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処 女詩 集 『フラ ン ドル景物 詩』(1883)で ブ リューゲ ル的農 民 のむせ返 る
ような肉体性 を赤裸 々 に詠 い,『 僧 院の人 々』(1886)で は一一転 してカ トリシ
ズムの霊界 に沈潜 した。 この対極 的 な振 幅 のなかで世紀末 的懐 疑 と煩 悶に陥
った彼 が,「 夜』(1887),『 崩 壊』(1888),「 黒い炬火』(1890)の 「黒 の3部
作 」 で,危 機 的 なデカダ ンス を彷律 し,頽 廃 が生 む幻想 を表現 す る詩法 を象
徴 詩 に もとめ,マ ラル メに私淑 した。
『わが途上 に現 れ しもの』(1891)は,生 涯 の 同伴 者 となる女性 マ ル ト ・
マ ッサ ン との出会 い に よってニ ヒリズ ムか ら救済 され た詩 入の外界 回帰の甦
生 を示す詩集 であ った。マル トとの愛 の時 間 を詠い続 けた3部 作 『明 るい時』
(1896),『 午後 の時』(1905),『 夕べ の時』(1911)は,ヴ ェルハ ー レンの人
間賛歌 と宇宙 的に放散す る情動 の源泉で ある。
内面的虚無 か ら脱 出 した彼 の視 野 は,人 間存在 と生命 の環境 にむか って 開
いてい く。社 会主義3部 作 と呼 ばれ る 『幻 覚 に とらわれた田園』(1893) ,『幻
想 の村 々』(1895),『 触 手 ある都市』(1895)で は,農 村 の生 き血 を吸 う都市
の侵食 を うけ荒廃 す る田園が,幻 想 的 な奇怪 なイメー ジで描 か れ,都 市 の近
代機械文 明 と資本 主義 の 径物 的 な残酷性 が告発 される。 これ らの詩集 に至 っ
て ヴェルハー レンは,伝 統 的な ア レクサ ン ドランを主体 とす る定型詩 か ら離
脱 し,自 由詩 の新 しい リズ ムの創 出 をめ ざ している。 ヴェルハ ー レンは思想
的 には社 会主 義 に傾 くが,政 治 的 ・綱領 的で ある よ りは理想主 義的 自由主義
に彼 の本領 があ って,詩 法 的には,象 徴 詩人 たちの間か ら膨濟 として籏出 し
た 自由詩 の運動 に与す る ことにな ったの も必 然の帰結 であ った。 フラ ン ドル
大地 に詩魂 を汲 む ヴェルハ ー レンの同情 は疲 弊す る農村 にあるが,し か し同
時 に,近 代都市文 明の燃 え立つエ ネルギー に未来への希望 を見 出そ う として
い る。 フラン ドルの きび しい 自然力 のなか に も人 間の崇高 な力 と共振 す る リ
ズム を発 見す る。
『触手 あ る都市 』 に よってヴ ェルハ ー レンは フラ ンス詩 人 たちの間 に認知
され,さ らに,『生活 の相貌』(1899),『+"JRの 力 』(1902),『無量 の壮 麗』(1906),
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『至上律 』(1910)と,人 間肯定 の解放哲学へ と詩 的世界 を遠心 的 に拡 大 して
い き,グ ローバル な名声 とともに,独 自の ヴェルハ ー レン的詩想 と律 動が確
立 した。『生 活の相貌』で は,倭 小 な利 己主義 を超越 して,あ らゆる もの のな
か に生 きる単 純 に して永遠 の法則 に もとつ く自然 の生命 と人間の運命 の始原
的な融合 を実感 し,宇 宙 的構想 に通ず る万物一如 の境地 を拓 い ている。『騒擾
の力』 は,汎 ヨーロ ッパ 的視点 か ら欧州人 にむけた 「あ なたが たの運命 の意
志 が人類 の意志 となる ように」 とい う呼 びかけであ り,善 悪 を超 えた人 間努
力 の肯 定 と未来へ の信仰告 白であ る。『無量 の壮 麗』のキイ は 「賛嘆」で あ り,
融合 す る万象 と人 間の不思議 な生命 に驚嘆 し,人類 の文化 の歴 史 に賛嘆す る。
全 詩篇が万物肯定 であ り生 の大 歓喜 であ り人間賛歌で ある。 また,自 然 詩人
としてのヴ ェルハ ー レンの類 まれな資 質が開花 した詩集 で,自 分 の生命 と照
応 す る 自然 の生命 に素朴 に感嘆す る。『至上律 』 は前詩 集か らの延長 として,
人 間精神 の崇 高 さを称 える詩篇 か ら成 るが,詩 法 としては,荘 重 なア レクサ
ン ドラ ンを主体 に した伝統 的 な定型詩へ 回帰 す る傾向 をうかが わせてい る。
人類 の未来 を託 した ヨー ロ ッパ人 の 間で,し か もツ ヴァイクな どの親 しい
友 のい る ドイツ との問で大戦 が勃発 したこ とは,ヴ ェルハ ー レン的世界が否
定 され るに等 しい ことであ った。 『戦争 の赤 い翼』(1916)に よって戦争 の惨
禍 を直視 し,ド イツ軍 に躁躍 され た祖 国ベ ルギーの救援 の ため,各 地 での講
演 に著 述 に従 事す る さなか,1916年11月,ル ウア ン市 での講演 を終 えパ リに
帰 る途 中,列 車 の車輪 にふれ事故死 した。61歳 であ った。死後 出版 となった
『天上 の炎 』(1917)で は,人 類へ の信頼 を喪失 させ る危機 に断 固 として抗 す
るかの ように,未 来へ のゆ るがぬ信 仰,自 然 とともに人 間の近代生活 の賛美
を詠い あげ,そ れ までの ヴェルハ ー レン世界 の綜合 を示 してい る。神 な き世
界 に人 間 とい う新 しい信仰 の対象 をうち樹 て,世 紀末 的ニ ヒ リズ ムを超越 し
た ヴェルハ ー レンは,ア ン ドレ ・ジ ッ ドの 『地 の糧』(1897),「 アベ イ派」
のユ ナ ミスム な どとともに19世 紀 末か ら20世 紀初頭 に興 った人間 回復 思想 の
もっと も熱 烈 な唱道者で あった。
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2日 本 との 最 初 の 接 触
ヴェルハー レンの名前 が初 出 した 日本 の文献 は,明 治30年 の 「江湖文 学」
くの
1月 号 の無 署名記事(筆 者 は上 田敏 か)「 瀕 西芸録」(表3,資 料 番号1)と
思 われ る。
ただ,長 谷 川武次郎 とい う出版 業者が ヴェルハ ー レンの原 詩5篇 を賛 と し
て付 した 日本 風物 の錦絵 ふ う画 集lmagesJaponaises(表1,1)を 出版 し
たの は,奥 付 の発行 日付 によれば明治29年5月7日 であ るか ら,こ の 日付 を額
面通 り受 け取 れ ば,ヴ ェルハ ー レ ンと日本 との最初 の出会 い は明治29年 であ
る,と い うこ とになるが,こ の発行 日付 には問題 が ある(LXV)。 長谷 川武
(z)
次 郎 の 出版 物 につ い て 詳 細 な研 究 を行 っ たFredericA.Sharfに よれ ば,長
谷 川 が1900年 のパ リ万 博 へ の 出 品 を企 画 して ヴ ェ ルハ ー レ ンに画 集 を送 り原
詩 の 賛 を依 頼 した,と い う こ とで あ るが,Sharfは そ の根 拠 と な る十 分 な資
料 を 明 らか に して い ない 。 ヴ ェ ルハ ー レンの 網 羅 的 な ビ ブ リオ グ ラ フ ィの著
(3)
者Jean-MarieCulotが,∫ 柵α9θ8」α、pona2sesの 発 行 年 を1900年 と して い る の
は,パ リ万 博 出 品 を もっ て こ の 書 物 の発 行 年 と して い る た め と思 わ れ る 。
ImagesJaponaisesと 大 筋 で 同一 絵 柄 だ が 異 な る キ ャ プ シ ョンの書 物 が他 に
2種 類 あ り,TheSmilzrLgBookとGlimpses(fJapanが そ れ だ が,こ れ らの
奥 付 の 発 行 年 は,同 じ く明 治29年 で あ り,何 度 も再 版 さ れ たlmages
Japonaisesの 奥 付 の 発 行 年 月 日 も ま っ た く同 一 な の で あ る。 こ の こ とが,
ImagesJaponaisesの 真 の初 版 発 行 年 につ い て,奥 付 の記 載 に もか か わ らず
疑 問視 させ,発 行 年 を明 治33年(1900,パ リ万 博)と す べ きで は な い か と
思 わせ る の で あ るが,そ れ を確 証 す る た め の基 礎 作 業 が まだ残 され て い る 。
さ らに,長 谷 川 武 次 郎 とヴ ェ ルハ ー レ ンの接 触 が 実 現 した経 緯 につ い て も
か な らず し も明確 で な い 。 イ ギ リス の文 芸 誌ADAMの 編 集 主 幹 に よ る巻 頭
論 文 の なか で,英 国 人OsmanEdwardsが ヴ ェ ルハ ー レ ン に勧 め て,長 谷 川
くの
に詩 篇 を送 らせ た,と 記 載 さ れ て い るが,そ れ を証 明 す る よ う な言 及 は な
され てい ない 。 オ ス マ ン ・エ ドワ ーズ は,イ ギ リス にお け る ヴ ェルハ ー レ ン
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の も っ と も早 い 紹 介 者 で,1895年4月DailyChronicleと,1897年11月 ア ー サ
{5)
一 ・シモ ンズ が主 宰 す る文 芸誌TheSavoyに ヴ ェ ルハ ー レ ン論 を発 表 し,の
ち に1915年,ヴ ェル ハ ー レ ンの 劇作 品 『僧 院 」 を7舵Cloisterと 題 して 英訳
す る な ど,1894年 以 来 ヴェ ル ハ ー レ ン と親 交 が あ り,ま た,当 時,東 京 には,
B.H.Chamberlainや,明 治29(1896)年 以 来 東 京 帝 国 大 学 講 師 に な って い た
小 泉 八 雲(LafcadioHearn)な ど,ヨ ー ロ ッパ の文 学 界 の情 報 を た えず 受信
して い る知 識 人 た ちが い た。彼 らは 日本 の代 表 的 なお伽 噺 を各 国語 に翻 訳 し,
長 谷 川 武 次 郎 の絵 入 り縮 緬 本 の 出版 事 業 に協 力 して い た(LXVIII)。 長 谷 川
はlmagesJaporzaisesの パ リ万 博 出 品 を企 画 し,チ ェ ンバ レ ンな どを通 じ,
オ ス マ ン ・エ ドワ ーズ か ら ヴ ェル ハ0レ ンへ と,詩 篇 の執 筆 を依 頼 した の で
は な か ろ うか 。 エ ドワ ーズ は 明治31(1898)年 来 日 し,各 地 を訪 れ伝 統 演 劇
くむ
を調 査 しな が ら半 年 滞 日 し帰 国後,成 果 を 出版 して い る し,滞 日中 は チ ェ
ンバ レ ン,ハ ー ン と交 流 し,特 にハ ー ン とは親 交 を結 び帰 国 後 ヴ ェ ルハ ー レ
ン詩 集 を贈 っ てい る ほ どで あ る。 長谷 川 武 次 郎 と も接 触 し,3点 の 自作 の 出
版 をゆ だ ね て い る。 こ の よ うな事 情 か ら推 して,伽 αgθ8」αpo%α 乞5θsの出版
につ い て は,オ ス マ ン ・エ ドワ ーズ の仲 介 の可 能性 が高 い と思 わ れ るが,こ
の辺 の経 緯 につ い て も,な お調 査 の 必 要 が あ る。
与 謝 野 寛 は,生 前 の ヴ ェル ハ ー レ ン を訪 問 した 唯 一 の 日本 文 人 で,1912年
に実 現 した面 談 の さい,ヴ ェル ハ ー レ ンが∫柵αgθsJαpoπ α乞sθsに言 及 した の
に,寛 は そ の 存 在 を 知 らず 撫 然 と した 様 子 が 会 見 記 に 記 録 され て い る が
(XI),こ の長 谷 川 本 は も っ ぱ ら外 国 人観 光 客 や 一 部 好 事 家 む け に出 版 され
た もの で,文 学 界 とは別 な範 囲 で流 通 した の で,ヴ ェ ルハ ー レ ンの5篇 の 原
詩 が 注 目 され る こ とは なか っ た し,こ の文 献 の 資 料 的価 値 は お の ず か ら限 ら




あ り,そ の文 献 は前 述 の 「瀬 西 芸 録 」 で あ る と思 わ れ るが,上 田敏 は,フ ラ
ンス語 につ い て は第2外 国語 と して の素 養 は そ な え て い た もの の,彼 が フ ラ
ンス語 圏 の近 代 文 学 につ い て の知 識 を得 て い たの は,主 と して 英 語 文 献 を通
してで あ った 。19世 紀 末,明 治30年 代 は イ ギ リス 文 学 者 た ち の 間 で ヴ ェル ハ
ー レ ンが 注 目 され は じめ てい た時 期 で あ り
,上 田敏 は,ハ ー ン な ど東 京 帝 国
大 学 の 講 師 た ち か ら も,英 文 芸 誌 な どか ら も,ヴ ェル ハ ー レ ン に関 す る情 報
を得 て い た だ ろ う。
「瀬 西 芸 録 」 も,VirginiaM.Crawfordが1896年11月,TheFortnightly
Reviewに 発 表 したEmileVerhaeren:theBelgianPoetの 内 容 を祖 述 した もの
(7)
で あ る 。 こ の論 文 の な か で,ヴ ェル ハ ー レ ン の生 ま れ か ら,詩 人 と して の
資 質 まで 簡 潔 に紹 介 し,処 女 詩 集,第2詩 集,黒 の3部 作s社 会 主 義3部 作
な ど,既 刊 の 主 要 詩 集 につ い て,そ の 詩 的 変 遷 の意 味 をた ど り,き わ め て適
切 な解 説 を行 い,ヴ ェ ルハ ー レ ンの特 異 な語 法 に もふ れ,「 氏 の筆 を操 り紙
に臨 む や機 の 離 合,神 の去 来 に まか して奇 懐 をや る を以 て,(中 略)新 語 を
編 み(中 略)破 格 の 文 章 を作 る」 と指 摘 す る な ど,こ の最 初 の論 文 で す で に
ヴ ェルハ ー レ ンの 詩 的資 質 と閲歴 が 見 事 に鳥 鰍 さ れ てい る(LXVI)。
上 田敏 は,明 治34年,ヴ ェ ルハ ー レ ンの 詩 論 を 「悲 哀 」 「仏 蘭 西 の 哀観 詩
人 」 の題 に2分 して 翻訳 した(2,3)。 この論 文 は,ラ マ ル テ ィヌ な ど浪 漫
派 か らル コ ン ト ・ド ・リー ル な ど高 踏 派,ボ ー ドレー ル,ヴ ェル レー ヌ ま で
19世 紀 フ ラ ンス近 代 詩 の な か に 「悲 哀 」 の表 象 を探 り分 析 した もの で,フ ラ
ンス 近代 詩 関連 の文 献 が きわ め て少 な か っ た当 時,上 田敏 が,ま もな く 『海
潮 音 』 の な か に フ ラ ンス 詩 を翻 訳 す る にあ た って,こ の論 文 か ら フ ラ ンス 近
代 詩 へ の展 望 を得 て い た こ とは,ヴ ェ ルハ ー レ ンの こ の詩 論 の1部 を 『海 潮
音 』 の な か に収 録 してい る こ とか ら も明 らか で あ る。 と くに,ト リス タ ン ・
コル ビエ ー ル とジ ュル ・ラ フ ォル グ を 日本 に紹 介 した 最 初 の文 献 で あ ろ う と
思 わ れ るが,2人 につ い て,「 大 胆 な詩律 の 革 新 」 と 「凄 蒼 の滑 稽 」 を 「フ
ラ ンス 詩 文 に輸 入 した」 詩 人 と して正 鵠 を射 た評 価 を下 す な ど,こ の論 文 の
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資料 的価値 は きわめて高い(LXVI)。
ところが この詩論 の原典が い まだ に不 明 なの である。 日本近代 詩史 にお い
て重要 な位置 を占め る資料 なの に,原 典 の タイ トル も,収 録 出版 物名 も刊行
年 も分 か らない とい うのはかな り異例 なこ とで ある。
原典探 しは,①1887年 か ら1900年 まで に発表 された ヴェルハ ー レンの論文
で,② この期 間 中にイギ リスで刊行 され ている雑誌 ・新 聞 な ど,に 掲載 され
てい るので はないか,と い う作業仮 説 に もとつ い て行 われ た。① の根拠 は,
論文 中 にジュル ・ラフォル グを 「既 に没せ し人」 としてい るが,こ の詩 人の
没 年 は1887年 で,上 田敏 の翻訳 が掲載 され たのが1901年5月 だか らであ る。
② につい ては,当 時上 田敏 が 情報源 と していたの は主 として英雑誌 ・新 聞 だ
ったか らで ある。前述 のキ ュロの ビブ リオ グラフ ィはヴェルハ ー レンが寄稿
した英雑誌 ・新 聞 についての追跡 を行 っているが,そ こには見 当た らない し,
筆 者 自身 も当該期 間の英雑 誌の調査 を したが成 果 はなかった。定期刊行 物 だ
けで はな く書籍 も,さ らに フランス語文献 に も範 囲 を広 げ る必 要があ るか も
しれ ないが,あ ま り期待 はで きない。 なぜ な ら書籍 や フランス語文献 に収録
された論文 な ら,今 までそ の存在 が発見 されず にいる こ とは考 えに くいか ら
で ある。 とす る と,も うひ とつ考 え られ るのは,上 田敏 が生原稿 を入手 して
それ を直接 翻訳 したので は ないか,と い う可 能性 で あ る。前述 したlmages
Japonaisesの 成立 に手 を貸 したか も しれ ない オス マ ン ・エ ドワーズ とヴ ェ
ルハ ー レンとの親交,エ ドワーズ来 日の折 のチ ェンバ レンやハ ー ンな ど上 田
敏 の近 くにい た人 たち との交流 な どの人 間関係 を考 える とき,こ の可 能性 も
無視 で きない のではないか と思 われる。 しか し,い ずれ にせ よ,こ の原典探
しとい う基礎作 業 は依然 として残 ってい る。
上 田敏 の功績 は,明 治20年 代 か ら30年 代 にかけ て新 しい リズ ム と形式 を も
とめて な された新体詩論議 に対 す る一 つの強力 な方向性 の提示 として フラ ン
ス近代 詩 を移入 した こ とで あ り,ヴ ェルハ ー レン受容史 において は,初 め て
その詩篇 を邦訳 し紹介 した こ とで ある(4,5,6,7,8,9)。
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明治37年1月 「明星」 に,宗 教 的教訓 を内包 す る寓話 を意味 す るParabole
とい うヴ ェルハ ー レン詩 篇 を 「鷺 の歌」 と題 して,し か もタイ トルの脇 に
「象徴詩」 と付 記 して訳 した。 この詩が収録 され ている詩集Lθ5Boγd8de協
Route『 路傍 』(1895)で は黒 の3部 作 時代 の 内面 的苦 悶 をす で に克 服 し,
彼 の詩 的ベ ク トルは外へ と転 じてい た。 フラ ンス詩界 で は80年 代末 か ら90年
代 にか けて 「象徴詩」 が大 きな うね りと して席捲 してい た時代 で,ヴ ェルハ
ー レンはマ ラル メに私 淑 して象徴 詩 の詩法 に学 びつつ彼 の詩 的世界 を構 築 し
詩人 と しての地歩 を固め,象 徴 詩人 の一人 に数 え られる に至 ってい た。 とは
いえ,ヴ ェルハ ー レンには生地 フラ ン ドルに根付 いた雄 渾 な詩想 を底流 と し,
閲歴 に伴 って さ まざまに変 貌す る きわめ て多様 な詩 的特性 があ り,「象徴 詩
人」 とい う単 一 な分類 に収 ま りきる詩人 では ない。 『路傍 』 は フラ ン ドル の
自然 と生活 の なかで,卑 近 な外界事 象 と五感 との交感 を通 じ,幻 想 的あ るい
は比喩 的 な形 象 を もって微妙 な想念 を詠 ったヴ ェルハ ー レン的 な象徴 詩で は
あ るが,詩 篇Paraboleは}自 然 の生命力 の奥深 さと本 質 を}捉 えそ こな う
人 間の認 識 力 の限界 性 をア レゴ リ ィに よって詠 った文字 通 り比喩 詩 であ っ
て,少 な くともマラルメ的な意味 にお ける象徴詩 では ない。 む しろ,外 界 に
背 をむ けて言葉 の錬金術 の秘儀 にふ けっている 「象徴詩 人」 たちを椰楡 した
詩 篇で はないか と思 われる。
「鷺の歌 」 を含 めヴ ェルハ ー レンの6詩 篇 を明治38年 『海潮音 』 に収録 し,
上 田敏 は,「 鷺 の歌」 の末尾 に 「ボ ドレエ ル にほのめ きヴ ェル レエ ヌに現 は
れ た る詩風 は こ こに至 りて,終 に象徴 詩 の新体 を成 した り」 と注 記 して,
処女詩集 『フラン ドル景物 詩』 の詩篇 「水 か ひば」 まで 「象徴詩」 のなか に
括 り込 みrヴ ェルハ ー レンをフラ ンス象徴詩 の筆 頭詩人 と して印象 づ けたの
は,ま だ フランス象徴 詩 を鳥轍 的視点 か ら受容 す るほ ど情報 が十分 で なか っ
た ための視野狭 窄的錯誤 とい うほか はない。 フラ ンス象徴 詩 自体が 明確 に定
義づ け しがたい範囲の広 さをもっているが,象 徴 詩 とい う範疇 のなかでの比
率 か らす れ ば上 田敏 が ヴェルハ ー レンに与 えた比重が大 きす ぎ,や がて盛 ん
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になる象徴 詩論議 に混乱 を生 じさせ る一 因 ともなった。
その うえ,名 訳 の誉 れ高い上 田敏 訳 は訳詩 の定律 的 リズ ム,訳 語 の彫琢 の
造 型美,凛 然 たる格調 の高 さゆ え,象 徴詩 の捉 えがた く揺 蕩 い,幽 玄 で不協
和 的 な情調象徴 を訳 出す るには,み ず か ら告 白 してい る ように,彼 自身の高
踏 派的資 質が妨 げ とな った と言 え よ う。 『海潮 音』 の刊行 直後,明 治39年1
月,お ひざ もとの 「帝 国文学」誌上 に 「訳 者 は フラ ンスの さか んな奔放 な作
をあ ま りに品 よ くして しまった弊 が あ りは しないか。(中 略)そ のお もな原
因は,西 洋の近世 の詩 を訳す の に,日 本の古 い語 を用 いす ぎたか らではある
まいか」 とい う批判 が 出るほ どであ った。
蒲原有 明,薄 田泣 董,三 木 露風 な どは,フ ラ ンス象徴詩 か らの直接 的受容
とい うよ りは,『 海潮音』 ぶ りを受 け継 ぎなが ら独特 の 日本 象徴詩 を拓 いた。
上 田敏 の功 罪が指 摘 される所以 であ るが,し か し,上 田敏 は,す でに明治
31年7月 「帝国文学 」 に 「仏 蘭西詩壇 の新 声」 を書 き,フ ラ ンス象徴 詩 を高
踏派へ の革新 として近代 フ ランス詩 史的位 置づ けを明確 に し,象 徴 派の運動
と しての 自由詩 にふれ,サ ムボ リス トはヴェル ・リブ リス ト(自 由詩派)で
ある と規定す るな ど,以 後,『 海潮 音』 の序文 は じめ,数 多 い論 評 を通 じて
フ ランス象徴 詩の実 態 の紹介 に精力 的 に取 り組 んだ上 田敏 の功績 は,他 の追
随 をゆ る さない ところで ある。 『海潮音』 以後,内 藤濯 や折 竹 蓼峯 な ど 「帝
国文学」 同人が,上 田敏 とともにヴェルハ ー レンの紹介 につ くした功績 も大
きい(10～14,III,V)。
情 報が多 くな って くるにつ れて,明 治43年 ごろをさかい に,幽 玄 な世界 を
詠 う象徴詩人 か ら,宇 宙的 に拡 大す る人間の限 りない力 を讃 え る生 の詩 人 と
い う新 しいヴェルハ ー レン像 へ の転換 が行 われ る。 このヴェルハ ー レ ン像 転
i換の 口火 を きったの も上 田敏 であった。明治43,44年 に翻訳 された詩篇 「俊
傑 」 「世 界」 「都 会」 「思想 」 「不 可 能」(15,17～20)は 詩集 『無 量 の壮麗 』
『幻覚 に とらわれ た田園』 「騒 擾の力』 のなかの詩 篇で,ヴ ェルハ ー レンが世
紀末 的 なデカダ ンス か らの転 向後 の宇宙的構想 を もっ ともよ く示す雄大 な長
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詩 である。 こう した背 景 にはf明 治43年4月 創刊 の 「白樺」 が主導 的役 割 を
果 たす ことになる 自我 肯定,人 間賛歌 の思潮 への時代 的推移 があ り,明 治20
年代 か ら日本 に紹介 され てい て 「白樺」創刊 前後か らと くに盛 ん な論議 を呼
ぶ ホイ ッ トマ ンへ の関心の高 ま りと共通 の方 向性 を もって ヴェルハー レンの
再評価 が行 われる こ とになった。
4自 由 詩 論 議 と川 路 柳 虹
明治30年 代末期 に至 って 自然主義 隆盛 の気 運 とともに,従 前 か ら永 年 にわ
た り新 しい リズム と形 式 を求 めて きた新体詩論議 のなかか ら,「 口語 自由詩」
への待 望が生 じて きた。 口火 を きったの は明治39年6月 「文章世界」 での島
村抱 月 の 「言 文一 致 と将来 の詩」 と題 す る談話,翌 年11月 「詩 人」 誌上 の
「現代 の詩」 で あ ろ う。抱 月 は,詩 歌 が 「真 直 に実際生活 に接 して」 いな け
れ ばな らない こと,形 式 におい て も思想 において も現実の生活 に切実 に触 れ
真 に表現す る詩 であるため には,小 説 な どの散文 と同 じく口語体 で書か れた,
言文一致体 の詩 でなけれ ばな らない と説い た。
「明星」 中心 の浪漫 主義,象 徴 主義,拾 頭す る 自然主義 が 同時並 立 してい
た明治30年 代末期,こ の なかで,フ ラ ンス象徴 詩の 自由詩運動 と,日 本 的 な
自然主義思潮 とが接点 をむすぶ方 向性 をもった とい うのは,ま こ とに特異 な
日本 的状況 であ った。口語 自由詩 の提唱 は,粉 飾 を剥 いだ現実 をス トレー ト
に活写す る こ とをめ ざす 自然主義 の理念 と軌 を一 にす る ものであ った。古 語
を頻用 し難解晦渋 な雅 語美文 に堕 して一般大衆 との乖 離 をきた していた 「海
潮音 ぶ り」 とで もい うべ き象徴 詩 も,時 代 感 覚か らずれ た浪 漫的感傷 詩 も,
七五,五 七 を基調 とす る伝統 的律 動 と詩形 か ら脱す るこ とが で きないでい る
当時 の詩壇 に対 してあが った革新 ののろ しが 口語 自由詩運動 であ った。抱 月
の 「言文一致詩」 の主 張が,フ ラ ンス 自由詩 の場合 と同 じ く,伝 統 的定型 詩
形か らの解放指 向 と結 びつい て[語 自由詩 の運動 になったのであ るが,フ ラ
ンス にお いては,自 由詩 は象徴 詩 のひ とつ の表現 形式 として成立 してい るの
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に対 して,日 本 にお け る 自由詩 の 唱 道 は,少 な く と も発 祥 期 に は 「自然 主 義
詩 」 の運 動 だ っ た とい うのが 日本 的 な特 殊 事 情 な の で あ る 。
川路 柳 虹 が 明 治40年9月 「詩 人 」 誌 上 に発 表 した 「塵 溜」(の ち に 「塵 塚 」
と改 題)が,日 本 最 初 の 口語 自 由詩 の 創作 だ と され て い る。 川 路 柳 虹 は 口語
自由詩 の もっ と も先 導 的 な実 作 者 で あ っ たが,そ れ 以上 に,フ ラ ンス詩 や 口
語 自 由詩 に 関す る研 究 家 で あ り理 論 家 で あ っ た 。 フ ラ ンス 語 のverslibreを
訳 して 「自 由詩」 と最 初 に命 名 した の も彼 で あ っ た 。
フ ラ ンス にお け る 自由詩 も象 徴 詩 が そ うで あ る よう に当 然,個 人差 が 激 し
く,ジ ュ ル ・ラ フ ォル グ,ギ ュ ス タ ヴ ・カ ー ン,ヴ ィエ レ=グ リフ ァ ン,モ
レ アス,ア ン リ ・ド ・レニ エ,ヴ ェ ルハ ー レ ン な どが,そ れぞ れ の詩 的特 性
に も とつ い て,そ れ ぞ れ独 自 の 自 由詩 を創 出 して い る 。 詩 法 研 究 家 の ア ン
リ ・モ リエ は ヴ ェ ルハ ー レ ンの 自由詩 につ い て,息 遣 い と感 動 の波 動 が,韻
律 とな って 表 出 し,多 用 され る畳 韻 法(alliteration)と 感 情 の起 伏 に従 っ
て 移動 しス トレス が か か る 強 さ ア クセ ン トが強 靭 な リズ ム を鍛 え あ げ,音 量
く　ラ
豊 か な効 果が結晶す る,と 分析 してい る。
川路柳 虹 はフ ランス語文献 に直接 あた り情報収 集で きた少数 の明治期 文人
の ひ と りで,ヴ ェルハ ー レンの移入 に も功績 があ った。 口語 自由詩の新律 格
を学究的 に追求 し続 けた川路 は,ヴ ェルハ ー レ ンの 自由詩 か ら学 ぼ う とそ の
特 質 を分析 した。大正6年4月 「文章世界」 の 「ヴェルハ ア レン論」 におい
て,今 日の 自由詩 を創成 した ヴェルハ ー レンの詩 の技巧 は無雑 作,無 拘 束 で,
詩句 は無韻 な調律 の上 に置 か れてい て も,詩 的 リズ ムが湧 出 してい る。詩句
を鉄砧 の うえで鍛錬 す るよ うな努力 を重 ねたす えに,無 作為 で 自由 に見 える
律動 を得 たのだ と,口 語 自由詩 に も詩法 の必須 であ るこ とを言外 に主張す る。
ヴェルハ ー レン特有 の詩法 は,渡 々 と湧 き出 る思想 を次 々 に畳 みか ける重韻
法や連鎖す る頭韻 が不 思pな 音調 の快感 を生 み出 し,詩 篇 は,一 見 自由奔放
な律 調 にまかせ なが ら,驚 くべ き緻密 な統合 を得 てい る と川路 は ヴェルハ ー
レンの 自由詩 の特 質 を論 じてい る(XXIII)。 大 正8年5月 「現代 詩 歌」 の
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「ホイ ッ トマ ン と自由詩」 で,川 路 は,ヴ ェルハ ー レ ンが ホイ ッ トマ ンふ う
の重韻法,頭 韻法 を取 り入 れホイ ッ トマ ンを継承 しなが ら,そ れ を有機 的 に,
す なわち,よ り 「詩的」 に してホ イ ッ トマ ン詩 の散文体 か ら脱 却 してオ リジ
ナルな 自由詩 を創 出 した,と 米仏 の類似 的 な両詩人 の関係 とそれぞれ の独 自
性 を指摘 している(XXVIII,XLV)。
川路柳虹 は大正5年11月,み ず か ら主宰 す る詩誌 「伴奏」 を創刊 し,大 正
6年11月 まで5輯 刊 行 した。 ヴェルハ ー レン詩篇 の翻訳,論 評 な どを掲載 し
たほか,詩 人 たち と自分 の創 作発表 の場 であ った この詩誌 が,大 正期 の 口語
自由詩史上 に占める位置 は大 きい(45,46,XVI,XV工1,XXIV,XXV)。
川路柳虹 とい う詩 人 ・研 究家が精力 的 に追 究 した仕 事 は 日本近代詩 史 にお
いて きわめて重要 な ものであ ったのに,川 路柳虹研 究が まだ十分 なされてい
ない。 ヴェルハ ー レン受容 史 にお ける川路 の功績 も,綿 密 な資料分析 を通 じ
て明 らか に しなければ な らない。
5正 統 的 象 徴 詩 人 三 富 朽 葉
「正統 的」 と称 したのは,多 かれ少 なかれ 『海潮音 』 の影 の なか にい て定
律 的詩法 の流 れか ら離 れ ない前期 象徴 詩人 たち とは異 な り,暁 星校 出身の三
富朽 葉 は,フ ラ ンス語文献 を介 しフラ ンス象徴詩 に直接学 び強 い影響 を受 け
た詩人 だか らで あ る。27歳 に して夫折 した ため,「 一つ の体系 が 出来 かか っ
く　ラ
て ゐた」 とい われ る彼 の詩 人 と しての大成 が 実現 しなか ったが,残 され た
詩作 品 は,学 術 的研 究 の裏づ け と一体化 した高い文学性 を示 してい る。
明治44年 早稲 田大学 を卒業 す るが,在 学 中か ら近代 フランス詩人 を耽読 し
象徴 主義 に親熟 した。 また,在 学 中(明 治42年)に 結成 した 「自由詩社」 に
拠 り,口 語 自由詩 運動 を展 開 して い た。 三富 はAndreBeaunierの 論 文Le
くユの
惚 駕libreか らフラ ンス象 徴主義 の 自由詩 の詩法 を学 び,そ れ を視野 にい れ
創作活動 を行 った。
三富 は ヴェルハ ー レンの詳細 な評伝 を大正4年4月,5月,大 正6年2月,
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そ れ ぞ れ 「早 稲 田文 学 」 に発 表 した(XIII,XV,XVIII)。 各 種 の フ ラ ンス語
文 献 を参 照 した うえ で の多 面 的 な ヴ ェ ルハ ー レ ン像 を描 い てい て,内 容 ・分
量 と もに,ス ケ ー ル の大 きさ,論 点 の深 さ,範 囲 の広 さaい ず れ を とっ て も,
日本 にお け る ヴ ェ ルハ ー レ ン評 伝 と して は もっ と もす ぐれ た資 料 で あ る。
三富 らの 口語 自由詩 運 動 は 「57,75,86,55な どの 定型 か ら解 放 され た 自 由
な表 現 詩形,言 葉 の数 が生 む調 べ よ りも,思 想 や感 情 の 流 れや,官 能 や感 覚
(11)
の息吹 の か なで る調べ をそ の まま表 現 出来 る詩形 を創 り出そ う」 とい う明
確 な綱領 の もと展 開 され,詩 境 と詩形 の解放運動 としての口語 自由詩 の追究
が ようや く軌道 にの った。
三富 はヴェルハ ー レンを 「動 いて止 まぬ活力」の詩人 と評 し,「彼 の韻律 は,
常 に動 揺 し常 に感激 す る彼 の生活か ら送 り出 る大 息で ある,渾 身の生動 で あ
る,全 部 の1張溢 であ る。緊張 の苦痛 と1張溢 の逸 楽 とに,彼 の言葉 は猛 るが如
く狂 ふが如 く躍 ってゐる」(XIII)と 特 質 を捉 えてい る。 三富 は,大 正 三年 に
は,「私 はVerhaerenの 羅列 的 な感情文 明 を愛 さぬ。おお鮮 明 な音楽(Kahn),
(12}
繊 細 な現実(Rimbaud)!」 と書 き,ヴ ェルハ ー レン後期 の宇宙交感 的大 詩
集 の,ま るで万物豊饒 のエ ネル ギーが七花八裂 して乱舞 す る ような無 限空 間,
轟 々 と重畳す る動 力律 な どに生理 的 ・体 質的 な違和感 を表 明 してい る。三富
の詩 的感受性 は,交 響楽的 な昂揚 よ りは独 奏 曲や室 内楽 の叙情性 とこそ共振
す る ものだか らで ある。 しか し,1年 後,ヴ ェルハ0レ ンの愛 の詩集 を発見
(13)
し 「私 の と同 じ意味 の賞嘆 の境 地が信念 を以 って歌 ってあ ります」 と書 きr
「告 白,感 謝,祈 祷,真 摯 な愛,裸 形 の喜 び,鮮 か な智慧,爽 か な黙識 のあ
(14}
らゆ る優 しさが輝 いて ゐる。(中 略)さ なが ら楽 園の眺 めであ る」とヴェル
ハ ー レ ンの叙 情詩人 と しての本 質 に共感 し,こ の時期,生 活 を ともに してい
た高木 芝露子 へ のみず か らの心情 と重ねて受容 してい る。
三富 が ヴェルハ ー レンに傾倒 してい く大正4年 頃 には,彼 の創作活動 は 口
語 自由詩か ら散文詩 に移 ってい た。散文詩 「微笑 について の反省」 におけ る
ヴェルハ ー レンの愛 の詩集 の反映 を確 認 し,ヴ ェルハ ー レンと三富 の問の詩
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的接 点 を明確 にさせ る ことが今後 の課題 となる(LX,LXX)。
6与 謝 野 寛 の 訳 業
与謝野寛 は明治41年 の 「明星」廃刊 の痛手 をいやすべ く,明 治44年11月 渡
欧 した。寛 は晶子 とともにロダ ンを訪 問 し,晶 子 の帰 国後,当 時パ リ郊外 の
サ ン ・クルー に住 んでい たヴェルハ ー レン と面談す る機 会 を得 た。 日本 の文
人で ヴェルハ ー レン と会見 したの は与謝野寛 だ けであ ろ う し,寛 ・晶子共 著
『巴里 よ り』(XI)に 記録 され た ヴェルハ ー レンの書斎 の様 子 と会談 内容 は
きわめて貴重 な資料 で ある。
パ リ滞在 中,寛 はフ ランス語 の勉 強のつ も りで,現 代詩 人 の詩 を中心 に11
訳 し,帰 国後 大正3年,訳 詩集 『リラの花 』 を出版 した。 ヴェルハ ー レンの
詩篇 につ いて は,当 時刊 行 され たばか りの詩 集 『そ よ ぐ麦』(1912)か ら18
詩篇が翻訳 され,そ の うち5詩 篇 が大正2年4月 「帝 国文学」 に掲 載 され た
(22～39)。
この詩集 は,ヴ ェルハ ー レンの手 なれたテ ーマであ るフ ラン ドルの大 地 と
農民 を詠 った もので,す で に独 自の 自由詩 を完成 の域 まで鍛 えあげた ヴェル
ハ ー レンは この詩集 で も自由な律 動 を駆使 してい る ものの,8音 綴 や12音 綴
の韻律 を主体 とした詩篇 もあ り,晩 年 のヴェルハ ー レン詩が定型化へ 回帰 す
る方 向 を うかが わせ ている こ とが見 て とれ る。
与 謝野訳 は,誤 訳 もあるが,大 らかで大胆 な訳法 であ り,ヴ ェルハ ー レン
詩篇 の息遣 い と共振 してい る ような,雄 渾 な リズ ムの口語 自由詩 となってい
る。 この訳業 は,「 明星」 時代 の弟 子 で もあ る高村光太郎 のす ぐれた ヴェル
ハ ー レン詩 の翻訳 に引 き継が れてい くものであ る(LXIX)。
7民 衆 詩 と ヴ エル ハ ー レ ン
大 正 期 の詩 史 にお い て もっ と も瞠 目す べ き詩 的 活 動 は,「 民 衆 詩 派 」 とい
わ れ る詩 人 た ち の運 動 で あ る。白鳥 省 吾,百 田宗 治,佐 藤 惣 之 助,尾 崎 喜 八,
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千家元麿,富 田砕 花 な どを中心 としT大 正期最大 の詩 人集団 「詩話会」が新
潮社 か ら発行 して いた 「日本詩 人」 に拠 って活動 した。尾 崎喜八や千家元麿
の ように 「白樺 」 に属す る寄稿者 もい た。
第一次世界大戦後,世 界 的 に膨済 と して起 こったデモ ク ラシーの うね りの
なかで,日 本 では吉野作造 の民 本主義 を思想 的背景 とし,大 正期 を通 して盛
んに移入 ・紹介 されたホ イ ッ トマ ン,カ ーペ ンター,ト ラ ウベ ルの民 衆思想
を受容 して,詩 壇 において展 開 した詩 の民主化 運動 が民衆詩 の活動 だった。
詩 的運動 と して は明治期 の口語 自由詩の延長上 にあ り,口 語 自由詩が形式
の破壊 をめ ざ したの に対 して,社 会全体 の なか に生 きる 自覚 ・自立 した個性
で ある市民 とと もに共有す る詩 的世界 の創 出 とい う内容 の革命 をめ ざす もの
であ った。民衆の詩で あるか らには,形 式 は徹 底 的 に口語 自由詩 である こ と
を必 要 とした。明治期 に始 まった口語 自由詩 は民衆詩 とともに完成 した。
資本主義経 済 ・産業構造 の進展、に と もな う都市 生活 の変化,農 村 の疲 弊,
プロ レタ リアー トの階級意識 の強化,そ して と りわ け大 正6年 の ロシア革命
の波動 を受 けて,社 会 主義 思想 が高 ま り各種労働 運動が盛 んにな った。大正
7年 夏 の 「米騒動」 もこう した時代 状況 の一波 であ った。
一方
,「 白樺 」 を中心 とす る個 我崇拝,人 間賛歌,人 道主義 な ど,生 の よ
ろ こび を求 め高み にむか って精神 的 に伸長 しよ うとす る肯定 的で明朗 な思潮
も並存 していた。
この ような現実 に即応 して民衆詩 の活動 も詩 的テーマ も,あ るい は社 会思
想 的であ り,あ るいは都会派 的であ り,あ るい は田園指 向的で あ り,あ るい
は 「白樺」 的で あった。民衆 詩派詩 人 たちに よる,大 正11年1月 の 『日本社
会 詩人詩集』(日 本評論社 出版部)と,翻 訳 『泰西社 会詩人詩集』(同 社)は,
この派の社 会思想 的方 向性 に沿 う成 果 であ った。後 者 はホイ ッ トマ ン,ト ラ
ウベル,エ マ ー ソンの訳詩集 であ る。
この シ リーズ に 『ゴ ルハ ア ラン詩抄』9詩 篇(104～112)が 入 ってい る。
翻訳者 は百 田宗 治 になってい るが,金 子光 晴が代訳 している こ とが百 田に よ
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って明記 され ている。詩篇 はそれぞ れ詩集 『生活 の相 貌』 『無 量の壮 麗』 『至
上律 』 『十ニ ケ月』 に収録 され てい る もので,人 と物 の躍動 す る生命 の一体
感 を雄勤 な律 動 で燃 え立 つ ように詠 いあ げ られた 自由詩 で あ って,「 社会 詩
入」 としての ヴェルハ ー レ ンの一面 を示す モデル となる詩篇 では必ず しもな
い。た しか にヴェルハ ー レンは1890年 代 に,ベ ルギー労働 党党首 で社会主義
者 ヴ ァンデル ヴェル ドに協力 して民衆運動 に加 わ った こ ともあるが,彼 の思
想 は政治 的 とい うにはあ ま りに観念 的 ・理想 主義 的 な 自由平等思想 であ る。
しか し,そ の時代 の思想 か ら社会 主義3部 作 といわれ る詩 集が生 まれてい る
ので,そ の詩集か らなぜ選 ば なか ったのか疑 問が残 る ところで ある。 それで
も,詩 篇 「群 衆」 は4頁 にわた って 「内務省 の厳達 によ り削 除」 の処分 を受
けてい る。削 除 され た部分 は,「 猛 り狂 え,(中 略)ひ と りの首 謀が 四辻 の隅
で 口 をひ らくと,/民 衆 はその言葉 をよ くも聴 きとらず に,/も うその後 に続
いて一 み よ怒 り狂 い なが ら/国 王 をひ き倒 しては辱 しめ る,/燦 たる偶 像 の台
を うち落 として は うち砕 く。(後 略)」 とい う内容 で,字 面通 り読 め ば,民 衆
の暴動 を思 わせ る場 面 だが,こ の沸 き立 つ よ うな群衆 のエネ ルギ ーに脅 か さ
れ ている都市 の幻想 を前 に,「 私 のなか で,私 の心 は増殖 し拡大 され昂ぶ り,
/躍 動す るの を感 じる」 と,自 分 の心 にあ る うち騒 ぐ群 衆 の活力 を一体感 情
として詠 ってい るのであ り,狭 い社会主義 意識 が テーマであ るよ りは,活 力
信仰 を表現す る轟 々た る律 動 を詠 うこと自体 がテ ーマ なの である。
それ は ともか く,前 述の 「日本社会詩 人詩集』 にお いて もs百 田宗 治の詩
「騒擾 の上 に」 が6頁 にわ たって,同 様 に伏 字処 分 にな ってお り,大 震 災前
後 の社 会主義思想 に対 す る権力 側 の抑圧強化 をまざまざ と見せつ け られ る。
『ゴ ルハ ア ラ ン詩抄 』の実 際の翻訳 者で ある金 子光 晴 は,高 村 光太郎 につ
いで もっ とも多 くヴェルハ ー レン詩篇(約70篇)を 翻訳 した詩 人であ る。金
子 光晴 は上述 の訳 詩集 のほか,大 正14年3月 『ブエルハ ア レ ン詩集』(新 潮
社),同 年8月 『近代 仏蘭西詩集』(紅 玉堂)な どで ヴェルハ ー レン詩 篇 を翻
訳 して いる(141～180)。
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金子 光晴 は百 田宗 治 ほか民 衆派詩 人 たち との交流 も深 く,「 日本詩 入」 に
も関係 したが,金 子 の詩人 と して資 質 は 「民衆 詩人」 とい う単 一 のカテ ゴリ
ーには納 ま りきらない。大正8年 か ら9年 までのベ ルギー滞在 中,ヴ ェルハ
ー レンの ほか象徴 派
,高 踏派 の詩 を耽読 し,そ の読書体験 か ら帰 国後大正12
年 の 『こが ね虫』が成立 した。 この詩集 につ いて ヴェルハ ー レンの影響 を分
ロらラ
析 的に検証 しなけれ ばな らない。
民衆詩 人た ちは,圧 倒 的 にホ イ ッ トマ ンの影響 を受 けてい るが,ヴ ェルハ
ー レ ンについ て もホイ ッ トマ ン と同 じ方向 をむいてい る詩人 と して
,関 心 を
もってい た。 「日本 詩人」 「白樺」 な どに発 表 されてい る都 会詩丁 田園詩,自
然詩,樹 木 賛歌 な どの民衆詩 には,多 か れ少 なかれ ヴェルハ ー レンの影響 が
感 じられ る。 ホイ ッ トマ ンの影響 とは別 に,ヴ ェルハ ー レンの影響 が どれ く
らい特 定 で きるか,こ れ も今 後の研 究課題 であ る。 と くに尾崎喜八 は民衆 詩
人 たちの なか では もっ とも強 くヴェルハ ー レンの影響 を受 けてい る(XXXII,
XXXVI)。
8高 村光太郎 紹介 と影響
高村光太郎をヴェルハーレンと 「最も心臓の鼓脈の近い詩人」 と評 したの
く　 (37}
は金子 光 晴で あ る 。 さ らに気 質 や骨格 の類 似 まで指摘 され てい る 。高村 光
太 郎 は,明 治43年7月,詩 集 『十ニ ケ月』 か ら 「あ はれ な る者(二 月)」 を
訳 したのが最初 で,大 正8年 以 降大正期 を通 し毎年翻訳 ・紹 介 し,全 訳 詩集
『明 るい時』 『午後 の時』 『天上 の炎」 を含 み,昭 和33年 まで約120篇 にのぼる
ヴェルハ ー レン詩 篇 を訳 した。
彼 は 「詩 の翻訳 は結局不 可能 であ る。意 味 を伝 へ,感 動 を伝へ,明 暗 を伝
へ る事位 は出来 るか も知 れないが,原 の 「詩」 はやは り向 うに残 る。(中 略)
くヱ　
詩 の翻訳 は結 局一種 の親切 に過 ぎない」 とい ってい るが,高 村 光太 郎 の訳
詩法 は,な に よりも原詩 の 「心」 を伝 えよ うとす る こ とであ る。原詩 の表現
している世界 をまず全体 と して捉 え,彼 自身 の詩魂 詩想,リ ズ ム との同化
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を通 して再構成 しよう とす る。 この方法 は,場 合 に よっては,原 詩 を構 成 し
てい る要素 の細部 に対 す る軽 視,文 法 的解釈 への無頓着 な態度 として顕 われ
る。宗左 近氏 は,高 村訳 の強 引 な 自分 の世界へ の ね じ曲げの危 険 を指摘 し,
(19)
「一口 に言 えば,家 父 長的性格」であ る と評 してい る。 しか し,片 々 たる誤
訳 とい う蝦 に もかかわ らず,原 詩 とみ ご とに共振す る リズム は 「一種 の親切」
をはるか に超 え,彼 の訳 詩 は大正期 にお ける口語 自由詩が到達 した最高 の詩
法 を示 してい る。彼 には さらに,優 れ たヴェルハ ー レン評伝 が あ り(XLIII),
高村光太 郎 は 日本 にお ける ヴェルハ ー レンの紹介者 として きわめて大 きな功
績 を残 してい る。
詩人 であ る高村 光太郎 は ヴェルハー レンか らどの ような影響 を受 けている
か。 この二人の詩人の ように,本 来的 に同質 な資質 を もってい る場合,そ れ
だけ に文 学的影響 は測 りが たい。 一例 だ け挙 げてみ よう。原 詩 は詩集 『幻想
く　の
の 村 々 』(1895)の な か の 詩 篇 「風 」 で あ る 。 高 村 光 太 郎 訳 と並 べ て 示 す 。
ヴ ェ ル ハ ー レ ン の 自 由 詩 の 詩 法 が 確 立 し,フ ラ ン ドル の 風 と 雪 の カ ダ ンス
と詩 の 律 動 が 一 体 とな っ て 鳴 り響 い て い る。
Surlabruyさrelongueinfiniment,か ぎ り な くつ づ く茂 み の 地 に,
VoicileventcornantNovembre;十 一 月 を吹 き鳴 らす 風,
Surlabruyere,infiniment,か ぎ りな く,茂 み の 地 に,
Voicilevent風 は
Quised6chireetsed6membre,破 れ 又 裂 け る。
Ensoufleslourds,battantlesbourgs;深 い 息 吹 に,町 々 を う ち な が ら,
Voicilevent,風 が,
LeventsauvagedeNovembre.十 一 月 の 粗 暴 な 風 が 。
Auxpuitsdesfermes,農 家 の 井 戸 で は,
Lessceauxdeferetlespoulies鉄 の 水 桶 と滑 車 とが
Grincent;歯 ぎ し りす る 。




農家 の貯水槽 で は
水桶 と滑 車 とが











風 は,河 に沿 って,掻 き払 ふ,
樺 の 木 の 枯 っ ぱ を。
十 一 月 の粗 暴 な風 。
風 は噛 む,枝 の 中で,
鳥 の巣 を。
風 は鉄 をす りへ ら し
又 雪 崩 を吹 きお とす,
た け り狂 って,老 い た る冬 の,
た け り狂 って,風 は,
十 一 月 の粗 暴 な風 は 。
こ の あ と さ らに6聯 続 く長 詩 だ が,原 詩 と訳 詩 の リズ ム が い か に無 理 な く共
振 して い る か,こ こ まで の 部 分 で も十分 わ か る。 この詩 の リズ ム は[r][1][v]
[s][f]音 の畳 韻 法 と,1event,leventsauvagedeNovembreの リフ レイ ン と,
た た み か け る よ うな10,8,5,4音 綴 か らな る長 短 の 詩 行 の交 錯 か ら発 し,吹
きす さぶ寒 風 の厳 し さ とエ ネ ル ギ ー を表 現 して い る。
高 村 光太 郎 もヴ ェルハ ー レ ン同様,詩 法 の ひ とつ と して,リ フ レイ ンを効
果 的 に使 っ た詩 人 で あ るが,こ こで も,訳 詩 は原 詩 の リ フ レ イ ン効 果 を巧 み
に生 か し きっ て い る。 この 原 詩 お よび訳 詩 は,高 村 光 太 郎 の創 作 詩 「犬 吠 の
太 郎 」,「冬 が 来 る」,「狂 者 の詩 」,「冬 の 詩」,「冬 が 来 た」 な ど を想 起 させ る。
「犬 吠 の太 郎 」 の 「太 郎,太 郎/犬 吠 の太 郎,馬 鹿 の 太 郎 」 「けふ も海 が 鳴
(21)
ってゐ る」 「ス テ テ レカ ンカ ン」や,「 狂 者 の詩 」 の 「吹 い て来 いr吹 い て
来 い」 「秩 父 お ろ しの寒 い風j「 山か らこんころ りん と吹 い て来 い」 「世 は末
(22)(23)
法 だ,吹 い て 来 い 」や,「 冬 の詩 」 の 「冬 だ,冬 だ,何 処 もか も冬 だ」が作
20国 際経営論集No.272004
り出す律 動 と同質 であ る。 さて,こ こで影響 を安易 に指摘 してい い ものか 。
創作 詩 は大正元年,2年 に書か れているが,こ の詩 を書い た と き,高 村 光太
郎 はす で に原詩 を読 んでい ただ ろ うか。 ちなみ に,訳 詩 は大 正9年 に書 か れ
た もので ある。原詩 を読 んでい た ことが証 明 され なけれ ば影響 関係 は成 り立
たない。大 正2,3年 には高村光 太郎 の固有 の リズ ム と詩 法 は確 立 していた。
したが って,方 向は逆 なのであ って,す でに高村 光太郎 の詩魂 のなかで鳴 り
響 いてい た リズ ムが ヴ ェルハ ー レンの詩 と出会い共振 を発 したれば こそ,彼
の優 れた訳 詩が生 まれ得 たのでは ないか,と 考 える こ とも可能 なので ある。
高村光 太郎 とい う詩人 はs内 に詩魂(彼 は これ を 「気」 とい う言葉 でいい
(24)
あ らわ してい る)が 張 りつめ,あ ふ れ て,リ ズ ム と形式 な どの詩的造 型 が
それに と もな うように,お のず と出来上が って詩 が鳴 り出すて いの,そ の意
味 で きわめて類 まれ な倫理 的な詩 人であ った。高村光太郎独特 の リズ ムが少
(25)
しずつ作 動 しは じめ るの は 「新緑 の毒 素」あた りか らで あるが,し か しな
ん とい って も彼 の詩魂 と詩 的造型 が決定的 に確定 する には,長 沼智恵子 との
出会 いが必 要であ った。
「ヴェルハ ー レンの詩集 『明 るい時』 との出会 いが なか った ら,高 村 光太
　 ラ
郎 の 『智 恵 子 抄 」 は生 ま れ な か っ た か も しれ な い 」 とい う見 方 は今 や定 説
に な っ て い る 。 ヴ ェ ルハ ー レ ン とマ ル ト,光 太 郎 と智 恵 子 の 関係 は不 思 議 な
ほ ど類 似 して い る 。光 太 郎 もヴ ェ ルハ ー レ ン と同 じ くデ カ ダ ンス の 暗 闇 を彷
裡 した時 期 が あ り,二 人 はそ れ ぞ れ マ ル ト,智 恵 子 に よっ て救 わ れ た 。 お ま
け に マ ル トも智 恵 子 も画 家 を志 して い た,と い う とこ ろ まで偶 然 の 吻 合 は及
ん で い る。 光 太 郎 が智 恵 子 詩 篇 を書 き出 す の は明 治44年7月 か らで,そ の 時
点 で ヴ ェ ルハ ー レ ンの愛 の 詩 集 の よ うな 詩集(『 智 恵 子 抄 』)と して将 来収 録
しよ うな ど と考 え て い た とは思 え な い。 も しそ の 時 点 で,ヴ ェ ルハ ー レ ンの
閲歴 につ い て知 識 を も って い た と した ら,自 分 の 閲歴 との 類 似 に気 を とめ た
だ ろ うが,そ の た め に ヴ ェル ハ ー レ ンの 『明 るい 時 』 に な らっ て,智 恵子 詩
篇 を書 こ うな ど と思 った だ ろ うか 。
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智恵子詩篇 とヴェルハ ー レンの愛 の詩集 を照合す れば,詩 句 や発想 やモ テ
ィフの一致 を見 つ ける ことは さ して困.,.なこ とではない。 この一致 はヴェル
ハ ー レンの愛 の詩の介在が なけれ ば生 じ得 ない ものなのか。閲歴 の類似が発
想 の類似 を生 むの は必然で は ないだ ろ うか。 む しろ,詩 句 やモ テ ィフの一致
に もかかわ らず,両 者 の詩 的世界 の異 質性 に こそ注 目すべ きで はない のか。
高村 光太郎 が志 向 した 「近代」 はなに よ りも個我 の倫 理の上 に築 かれ るべ
き ものであ った。 この倫理 を支 える もの と して導 入 されたのが彼独特 の 「自
然 の理 法」 とい う理念 であ る。 この 自然 の意志,自 然 の理法 にいか に感応 す
るか,そ の強弱,純 不純が芸術 と倫理 の価値,生 の価値 を きめる,と い うの
が彼 の基本 思想 で あ る。彼 の 「自然」 は倫 理 的 な相 を帯 びてい て,「 自然 の
理法」 に随順す る ことが真 の個 我へ の道 なのであ る。そ して愛 も 「自然 の理
法 」 の働 きに参 入す る行 為 なので ある。 自然 の理法 は両極 性 を もってい て,
一つ は遠心 的 に働 き
,ひ たす ら豊饒 に発散 す る力であ り,も う一つ は求心的
に働 き浄化 を求めて内面世界 に収敏す る。 一つ は 「人 間愛」 と して,も う一
つ は 「離群癖」 と して,共 存 し,「 白熱 と堅泳 とはわた しの故郷 であ る。二
(27)
者 同一 で ある」 と彼 が い うよ うに,こ の二 元 的方 向性 は彼 の芸術 と倫 理 の
構造 なのであ る。長沼智恵子 は彼 の前 に,こ の 「自然 の理法」 を体現 してい
る女性 と して現 れ たのであ る。 こう して智 恵子 は高村光太郎 が志向す る 「近
代 」 を建設 す るの に もっ ともふ さわ しいパ ー トナ.___となる。
『智恵子抄 』が愛 の詩集 であ る こ とはた しか だが,詠 われてい る愛 は,す
べ てなん らかの意味で求道 的であ り,詩 的世界 を構成 してい る 「場」 は 「が
　 ラ
ら ん と した家 」 「が らん ど うな ア トリエ」 「が らん と晴 れ 渡 っ た北 国 」 とい
うイ メ ー ジで 示 され て い る。 愛 の磁 場 の 象 徴 は 「薫 条 た る ア トリエ」 な の で
あ る。 これ を ヴ ェ ルハ ー レ ンの 愛 の3部 作 と対 比 して み れ ば,両 者 の詩 的世
界 が ま っ た く異質 な もの で あ る こ とは明 白で あ る。 ヴ ェル ハ ー レ ン にお い て
は,終 始,花 園が 愛 の世 界 を構 成 し,ば ら,池,鳥,陽 光 の な か で愛 は祈 り
で あ りや す ら ぎで あ る 。 自然 との や さ しい 交 感 の なか に 自己 を解 放 す る。 こ
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の花 園は 「楽 園」 のイ メージ と重 なる。愛 はエ ゴイズ ム を退 け人間 を とりま
く万物 との融合 をお しすすめ る力 となる。個我 は問題 にな らない。個我 は宇
宙の リズ ム と一体 にな る。高村 光太郎が 自然 の理 法 に随順 す るため に求心 的
な倫 理 を追究 したの に対 し,ヴ ェルハ,__.レンは個我 か ら他 者へ と遠心 的 に自
己 を開放 した。両者 は 自然 の理法 に対 して対 極 的 な方 向 を とり,倫 理的 には,
高村光 太郎が冬 の倫理 を生の原理 と したの に対 して ヴェルハ ー レンは一切 賛
美 のオ プテ ィ ミズ ムに到 達 した。 この方 向性 の違 いが 「智恵子抄 』 と 『時』
3部 作 の世界 をまった く異 質 な もの に してい る(LX,LXIV,LXVII)。
(表2) エ ミ ー ル ・ヴ ェ ル ハ ー レ ン作 品(詩 篇 ,戯 曲,評 論)邦 訳 略 年 表
◆1のlmagesJaponaisesの み原文,
◆刊 行書 で初 出の場合 を除 き,初 出訳 が後 の刊行 書 に再録 されてい る場 合 は
ナ ンバ0を 新 しくしない.
◆ 同一訳者 に よる同 一作 品訳 が複数 回収録 されてい る場合 、再録 誌 ・書 のす
べ て について追跡す るこ とは しない.
◆各種 文献 中で 当該詩篇 邦訳 の存 在 が指摘 され てい て も,初 出誌 未見 な どの
理 由で、確 認で きてい ない ものは除 く.
1 M.29 Ima, ,gesJaponaises(5詩 篇;鈴 木 華 邨 画 、 発 行 者:長 谷 川 武 次 郎)
2 M.34 評論 「悲哀」(上 田敏;「 新 文芸」5月)
3 M.34 評論 「仏蘭西の哀観 詩人」(上 田敏:「 帝国文学」6月)
M.35 上 田敏 『最近 海外 文学続 編』(文 友館〉の 中 「悲哀」;2,3
4 M.37 「鷺 の 歌(象 徴 詩)」(上 田敏=「 明 星 」1月 号;Parabole,inB.R.)
5 M.38 「水か ひば」(上 田敏=「 明星」6月 号;rAbreuvoiちinFの
6 M.38 「法 の 夕 」(第2詩 篇=上 田敏;「 明 星 」6月 号;Soirreligieux,inM.)
7 M.38 「=畏怖」(上 田敏:「 明 星」9月 号;LaPeur,inAp.)
S M.38 「火 宅 」(部 分 訳;上 田敏1「 明 星」9月 号;LesVilles,inF.T.)
9 M.38 「時 鐘 」(上 田敏=「 明 星」10月 号;LesHar!oges,inB.R.)
M.38 上 田敏 『海 潮 音 』(本 郷 書 院 、10月);3(部 分)護,5,6,7,8,9
10 M.41 「夜 」(内 藤 水 狸:「 帝 国文 学 」8月 号;LaNuit,inB.R.)
1ユ M.41 「嵯 嘆 」(内 藤 水 程:「 帝 国文 学 」8月 号;Novembre,inIbid.)
12 M.42 「風 車 」(内 藤 濯=「 帝 国文 学 」8月 号;LeMouiin,inS.)
13 M.42 「雨 」(内 藤 濯:「 帝 国文 学 」9月 号;LaPluie,inV./.)
14 M.43 「群 衆 」(内 藤 濯=「 帝 国文 学 」3月 号;LaFoule,inV.V.)
15 M.43 「俊 傑 」(上 田敏:「 芸 文 」 第1年 第3号 、6月;LesElus,inM.S)
16 M.43 「あ は れ な る者(二 月)」(高 村 光 太 郎:「 創作 」 第1巻 第5号 、7月,「 訳 詩 三章 」;Fevrier,LesPauvzes,in
D.M.}
17 M.43 「世 界 」(上 田敏:「 芸 文 」 第1年 第6号 、9月;LeMonde,inM.S.)
i8 M.43 「都 会 」(上 田敏:「 文 芸 」 第1年 第7号 、10月 、 総 題 「新 声 」;LaVille,in(J.)
19 M.43 r想 」(上 田敏:「 文 芸 」 第1年 第7号 、10月,LesIdees,inM.S.)
20 M.44 「不 可 能 」(上 田 敏:「 朱 樂 」 創 刊 号ill月;L'lrnpossible,inF.T.)
21 M.45 戯 曲 「僧 院 」(森 鴎 外=「 歌 舞 伎 」 第139号,1月:第140号2月;第!4ユ 号,3月;第!42号4月=第145,7月;第146号,8月;
第147号,9月,第148号,10月;LeCdoitre,1900)
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22 T,2 「金 貨 」(よ さ の ・ひ ろ し=「 帝 国 文 学 」 第19巻 第4号 、L℃r,inB.M.)
23 T.2 「琴 弾 き」(よ さの ・ひ ろ し:「 帝 国 文 学 」 同 上LesMenetrier,inl6id.)
24 T.2 「牧 場 」(よ さ の ・ひ ろ し=「 帝 国 文 学 」 同上;LePreinIbid.)
25 T.2 「燃 ゆ る 少女 」(よ さの ・ひろ し=「 帝 国 文 学 」 同 上;LaFilleardente,inIbid.)
2fi T.2 「恋 人等 」(よ さの ・ひ ろ し=「 帝 国 文 学 」 同上;LesAmoureux,inlbid.)
T.3 与 謝 野 寛 『リ ラの 花 』(東 雲 堂 書 店 、11月);22,23,24,25,26
27 T.3 「路 」(同 上 書;LesRoutes,inB.、M.)
28 T.3 「田舎 の対 話」(第 ユ詩 篇:同 上 書;Dialoguerustiqueinlbid.)
29 T.3 「麦 の積 藁」(同 上 書;LesMeules,in∫ 配d、)
30 T.3 「田 舎 の対 話」(第2詩 篇:同 上 書;Dialoguerustique,in伽 〔の
31 T.3 「影 」(同 上 書;LesOmbres,inlbid)
32 T.3 「農 婦 」(同 上 書;LaFermiere,inIbid.)
33 T.3 「老 の踊 」(同 上 書;LaDansedesVieuxetdesVieilles,inlbid.}
34 T.3 「穀 物 車 の挽 子」(同 上 書;LeRoulier,inlbid.)
35 T.3 「死 」(同 上 書;LeMort,inlbid.)
36
'1`
.3 「快 飲 」(同 上 書;LefrancBuveur,inIbid.)
37 T.3 「二 王子 」(同 上 書;LesdeuxEnfantsdeRoiinI&id,)
38 T.3 「出 て行 け 」(同 上 書;Allez-vons-eninlbid,)
39 T.3 「木 靴 師 」(同 上 書;LeSabotier,inlbid.)
40 T.3 評 論 「レム ブ ラ ン ト(1)」(小 泉 鉄:「 白樺 」 第5巻 第1号 、1月;Rembrandt,19〔14)
41 T.3 戯 曲 「僧 院」(森 鴎外1「 歌舞伎」第168号,6月;第169号,7月;第170号}v月;第171号,9月)
T.4 森 鴎外 「稲妻』(通 一舎、千朶 山房叢書)の 中 「僧院」;21,41
42 T.6 「聖 ジ ョル ジ ュ」(富 田砕 花:「 詩 人 」2月 号;SaintGeorges,inAp.)
43 T.6 「明 る い 時(1)」(富 田砕 花=「 詩 人」2月 号;H.C.;第1詩 篇)
44 T.6 「力 行 」(川 路 柳 虹:「 伴 奏 」 第3輯 春 の巻 、4月;L'Action,inV.V.〉
45 T.6 「至 高 の 律 」(部 分 訳;曽 野 簡 治:「 伴 奏 」 第3輯 春 の 巻 、4月;LeParadisII,extrait,inR.S.)
46 T.6 「レム ブ ラ ン ト(論)」(古 屋 芳 雄=「 白樺 」 第8巻8月 号;9月 号;10月 号;11月 号;Rembrandt,19(}4}
47 T.7 「レム ブ ラ ン ト(論)」(古 屋 芳 雄:「 白樺 」 第9巻1月 号 、4月 号;Rembrandt,1904)
48 T.7 戯曲 「フィリップニ世(三 幕悲劇)」(新 城和 一;「 白樺」第9巻4月 号5月 号;Philtippell,1901>
49 T.7 「風 車 」(堀 口 大 学:「 花 月」(第2巻 、6月;LeMoulin,inS.)
50 T.8 「健 康 」(高 村 光 太 郎:「 新 進 詩 人」 第2巻 第10号 、11月;BelleSante,inF.H.)
51 T.8 「新 し き市 」(第1詩 篇:堀 口大 学 二 「現 代 詩 歌 」 第2巻 第10号 、11月;LaVillenouvelle,inIbtid.)
52 T.8 「今 日の 人 に」(堀 口大 学=「 現 代 詩 歌 」 第2巻 第10号 、11月;A1'Hommed'aujourd'hui,inIbid.)
53 T.9 「夕 」(西 条 八 十 『静 か な る眉 』(尚 文 堂)の 中;H.C.:第XIII詩 篇)
54 T.9 「風 」(高 村光太郎=『 日本現代詩集 附録泰西名詩選』春陽堂 、井上康文編;LeVent,inV.1.)
55 T.9 「1915年 の 春 」(高 村 光 太 郎:、 同上 書;LePrintempsde1915,inA.G.)
5& T.9 「病 院 」(高 村 光 太 郎:同 上 書;HopitauxinIbid.)
T.9 上 田敏 『牧 羊 神 』(金 尾 文 淵 堂 、10月);15,17,18,19
57 T.9 「都 会 」(新 城 和 一・『触 手 あ る都 会;錯 覚 の 田園 』 洛 陽 堂 、11月;LaVille,inC.H.)
58 T.9 「野 原 」(同 上 書;LesPlaines,in乃 ¢〔の
59 T.9 「狂 人 の 歌 」(第1詩 篇;同 上 書;ChansondeFou,inlbid.)
sa T.9 「悪 い 忠 告 を与 ふ る もの」(同 上書;LeDonneurdemauvaisConseils,inlbid.)
61 T.9 「狂 人 の 歌 」(第2詩 篇;同 上 書;ChansondeFouinlbid.}
62 T.9 「巡 礼 」(同 上 書;Pelerinage,inIbid.)
63 T.9 「狂 人 の 歌 」(第3詩 篇;同 上 書;ChansondeFou,inIbtid.)
64 T.9 「悪 熱 」(同 上 書;LesFievres,inlbid.)
65 T.9 「狂 人 の 歌 」(第4詩 篇;同 上書;ChansondeFou,inlbid.)
66 T.9 「罪 」(同 上 書;LePecheinlbid.)
67 T,9 「狂 人 の 歌 」(第5詩 篇;同 上書;ChansandeFau,inlbid.)
68 T.9 「乞 食 」(同 上 書;LesMendiants,inlbid.)
69 T.9 「村 の祭 」(同 上 書;LaKermesse,inlbid,)
70 T.9 「狂 人 の 歌 」(第6詩 篇;同 上書 ≡ChansondeFou,in乃 孤)
71 T.9 「天 罰 」(同 上 書;LeFleau,inIbid.)
72 T.9 「狂 人 の歌 」(第7詩 篇;同 上書;ChansondeFou,in∬b掘,)
73 T.9 「出 発 」(同 上 書;LeDepart,inlbid.)
74
'T
,9 「鋤 」(同 上 書;LaBeche,inlbid.)
75 T.9 「野 原 」(同 上 書;LaPlaine,inV.T.)
24 国際経 営論 集No.272004
7fi T.9
A
「都 会 の魂 」(同 上 書;L'A皿edelaVille,inFbid.)
77 T.9 「銅 像(僧 侶)」(同 上 書;UneStatue(Moine),inlbid.}
78 T.9 「大 寺 院 」(同 上 書;LesCathedrales,inIbid_)
79 T.9 「銅 像(軍 人)」(同 上 書;UneStatue(Soldat)inlbid.)
so T.9 「港 」(同 上 書;LePort,inlbid.)
81 T.9 「見 世物 」(同 上 書;LesSpectacles,inIbid.)
82 T.9 「散 歩 して ゐ る女 」(同 上 書;LesPromeneuses,inIbid.)
83
'F
.9 「銅 像(資 本 家)」(同 上 書;UneStatue(Bourgeois)inlbicl.)
84 T.9 「工 場 」(同 上 書;LesUsines,inlbid.)
85 T.9 「株 式 取 引 所 」(同 上 書;LaBourse,inIbid,)
86 T.9 「慈 善 市 」(同 上 書;LeBazar,inlbid,)
$7 T,9
ノ
「肉 を売 る店 」(同 上 書;L'Etalinlbid.)
88 T.9 「反 抗 」(同 上 書;LaR6volte,inIbid,)
89 T.9 「博 物 館 で」(同 上 書;LeMasque,inIbid.)
90 T.9 「銅 像(使 徒)」(同 上 書;UneStatue(Apotre),in/bid.)
91 T.9 「死 」(同 上 書;i,aMort,inIbid.)
92 T.9 「探 索 」(同 上 書;LaRechercheinIbid.)
93 T.9 「観 念 」(同 上 書;LesIdeesin/bid.)
94 T.9 「未 来 の 方へ 」(同 上 書;Vez-sleFutur,inIbid.)
T.9 堀 口大学 『失はれた宝石」(籾 山書房112月);51
95 T.10 「明 る い 時15,19」(高 村 光 太 郎:「 詩 の 泉 」 第1号4月 、H.C.XV,XIX,}
96 Tユ0 「吾家 の まは りユ(高 村 光 太 郎:「 詩 の泉 」 第3号6月 、AutourdemaMaison,inM.S.)
Tユ0 高 村 光 太 郎 『明 るい 時 』(藝 術 社 、10月);H.C.;95,96
97 T10 「明 る い 時1,2,3,4,5,fi,7,8,9,1(,11,12,13,14,16,17,18,24,21,22,23,24,25,26,27,2$,29,30」(同 上 書;H.C.)
98 T.10 「小 さな 聖 母(五 月)」(同 上 書;Mai,LapetiteVierge,inD.M.)
99 fi!0 「サ ンジ ャ ン さ ま(六 月)」(同 上 書;Juin,LaSaint-Jean,inIbid.)
iOO T.10 「風 を称 ふH同 上 書;AlaGloireduVent,in1V1.S.)
101 T.10 「思 想 家 」(高 村 光 太 郎:「 思 想 」 第2号 、U月;LesPenseurs,inlbid.)
1Q2 Tユ0 「ミケ ラ ン ジ ュ」(高 村 光 太 郎:「 白樺 」 第12巻 第12号 、12月Michel-AngeinR.S.)
1Q3 T.1a 「海 に向 か って 」(高 村 光 太 郎:「 藝術 」 第1巻 第3号 、12月 、VerslaMer,inV.V.)
古屋芳雄 『レムブラ ン ト』(岩 波書店);44,47
104 T.11 「群衆」(百 田宗治〔金子光晴]:「ゴルハア ラン詩抄」『泰西社会詩人詩 集』 日本評 論社 出版部、1月;
LaFoule,inV.V.)
1Q5 T,11 「波 止 場 に沿 う て」(同 上書;AuBoxdduQuai,inIbid.)
106 T.11 「樹 木 」(同 上 書;L'AArbre,inM.S.)
107 T11 「世 界 」(同 上 書;LeMonde,inlbid.)
108 Tユ1 「生 貧 二 月」(同 上書;Fevrier,LesPauvres,inPル の
149 Tユ1 「欣 喜 」(同 上 書;LaJoie,inM5の
ll4 Tユ1 「ペ ル ゼ ー」(同 上 書;Persee,inR.S.)
--1 T.11 「侵 略」(同 上 書;LaConquete,inM.S,)
112 Tユ1 「輝 け る風 に」(同 上 書;AlaGloireduVent,inlbid.)
113 Tユ1 「空 をた た ふ」(高 村 光 太 郎:「 嵐 」5月 号iAlaGloiredesCieux,inM.S.}
114 T.II 「散 歩」(高 村 光 太 郎:「 生 長 す る 星 の群 」 第2巻 第6号 、7月;Promenades,inF.H.)
115 T.ll 「未 来(序 詩)」(高 村 光 太 郎1「 明 星」 第2巻 第2号 、7月;L'Avenir,znlbid.)
116 T.-- 「午 後 の 時(9)」(高 村 光 太 郎=「 明 星 」 第2巻 第2号 、7月;H.A.,IX)
117 Tユ1 「わ が 友 風 景 」(高 村 光 太 郎:「 白樺 」 第13巻 第11号 、11月;MonAmilePaysage,inF.H.)
--8 Tユ2 「ヴェルハ アランの愛 の言葉 ・午後 の時27」(高 村光太郎:「 婦 人之友」 第17巻 第1号 、1月H.A.,XXVII)
119 T.12 「明 け渡 せ ユ(高 村 光 太 郎=「 白 樺 」 第14巻 第1号 、1月;Allez-vous-eninB.M.)
120 Tユ2 「た と え(讐)」(高 村 光 太 郎:「 明 星 」 第3巻 第5号 、5月;Parabole,inB.R.)
121 T.12 「ヱナルハ ア ラ ンの小 曲:午 後 の 時3、4、5」(高 村 光 太 郎:同 上 誌;H.A.,III,IV,V)
122 T.12 「楽 園」(高 村 光 太郎=「 明 星 」 第4巻 第3号 、9月;LeParadisinR.S、)
123 T.13 「午 後 の時1,2,8」(高 村 光 太 郎:「 向 日葵 」 第1巻 第1号 、5月;H.A.,1,II,VIII)
124
'1'
.13 「午 後 の 時6」(高 村 光 太 郎;「 向 日葵 」 第1巻 第3号 、7月;Ibid.,VI)
125 T.13
ノ
「種 馬 」(高 村 光 太郎:同 上 誌;L'Etalon,inPd.)
126 T.13 「或 る 夕暮 の路 ゆ く人 に」(高 村 光 太 郎:「 明星 」 第5巻 第1号 、6月;AuPassantd'unSoir,inF.H.)
127 T.13 「私 の都 」(高 村 光 太 郎:「 明 星 」 第5巻 第2号 、7月;MaVille,inIbid.)
128 T.13 「新 しい都 」(高 村 光 太 郎=「 明 星 」 第5巻 第3号 、8月;LaVillenouvelle,inIbid.)
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129 T.13 「午 後 の 時12,18」(高 村 光 太 郎:「 向 日葵 」 第 一 巻 第5号 、9月;H.A.,XII,XVIII)
130 Tユ3 「問 題 」(高 村 光 太 郎:「 明 星 ゴ 第5巻 第4号 、9月;Problemes,inEH)
131 Tユ3 「朝 」(高 村光太郎:同 上誌;UnMat瓜in丑7つ
132 Tユ3 「砂 濱 で」(高 村 光 太 郎;同 上 誌;SurlesGreves,inIbid.)
133 T.13 「わ が 人種 」(高 村 光 太 郎:同 上 誌;MaRace,inlbid.)
134 T.13 「不 可 能」(高 村 光 太 郎1同 上 誌;L'lmpossible,inIbid.)
135 T.13 「田 舎 の対 話6」(高 村 光 太 郎:「 明 星 」 第5巻 第5号 、10月;Dialoguerustique,inB.M.}
136 T.13 「花 の 方へ 」(高 村 光 太 郎:同 上 誌;VerslesFleursinF.H.)
137 T.13 「午 後 の時11,13,15,16,19,2(),21,23,24,28」(高 村 光 太 郎=「 明 星 」 第5巻 第6号 、11月;H.A.)
138 Tユ3 「熱 烈 な生 活 」(高 村 光 太 郎:「 向 日葵 」 第1巻 第7号 、12月;LaVieardente,inF.H.)
139 Tユ4 「トンネ ル」(高 村 光 太 郎=「 明 星 」 第6巻 第1号 、1月;LeTunnel,inlbid.)
140 T.14 「死 者 」(高 村 光 太郎:「 虹」 第2号 、2月;LesMorts,inIbid.)
z41 T.14 「厳 寒(一 月)」(金 子 光 晴:『 ブ エ ル ハ ア レ ン詩 集 』 新 潮 社 、3月;Janvier,LeFroid,inD .M.)
142 T.14 「貧 者(二 月)」(同 上書;Fevrier,LesPauvres,inIbid.)
143 T.14 「小 さ な処 女(五 月)」(同 上書;Mai,LapetiteViergeinIbid.)
144 T.14 「セ ン ト ・ジ ャ ン の祭(六 月)」(同 上 書;Juin,LaSaint-Jean,inlbid.)
145 T.14 「蝿(八 月)」(同 上 書;Aout,LesMouches,inIbid.)
146 T.14 「狩 猟(十 月)」(同 上 書;Octobre,LaChasse,inlbid.)
147 T.14 「海 の 方 へ 」(同 上 書;VerslaMer,inV.V.)
14$ T.14 「都 市」(同 上書 LaVille,inσ π 〉
149 Tユ4 「平原」(同 上書 LesPlaines,in乃 ¢d、)
ユ50 T.14 「乞食」個 上書 LesMendiants,inIbid.}
151 T.14 「鋤 」(同 上 書;LaBecheinlbid.)
152 Tユ4 「都 市 の 魂 」(同 上 書;L'ArnedelaVille,inV.T.)
153 T14 「雨 」(同 上 書;LaPluieinV.1.)
154 T.14 「漁 夫」(同 上 書;LesPecheurs,inlbid.)
155 T.14 「パ ラ ダ イ ス」(同 上 書;LeParadis,inR.S.)
156 T.14 「樹 木 」(同 上 書;L'Arbre,inM.S.)
157 T.14 「我 家 の め ぐ り」(同 上 書;AutourdemaMaisonin/bid.)
158 T.14 「世 界 」(同 上 書;LeMondeinlbid.)
159 T.14 「山嶽 」(同 上 書;LeMont,inV.V.)
160 T.ユ4 「群 衆 」(同 上 書;LaFoule,inlbid.)
161 T.ユ4 「森 」(同 上 書;LaForet,inlbid.)
16a T14 「水 の唄 」(同 上 書;LeChantde1'Eau,inB.M.)
163 Tユ4 「散 歩 」 〈同 上 書;Promenades,inF.H.)
164 Tユ4 「並 木 の 第 一 の 樹 」(同 上書;LepremierArbrede1'Allee,inIbid.)
165 T.14 「明 る い 時1,2,3,4,5,6,7」(同 上 書;xc.1,TI,III,IV,V.VI,VII)
166 Tユ4 「午 後 の 刻1,2,3,4,5,6,7,8」(同 上 書;H.A.1,IIIII,IV,V,VI,VII,VIII)
167 T.14 「夕 暮 の 時 刻1,2,3,4,5,6」(同 上 書;H.S.1,IV,VI,X,XIII,XV)
168 T.14 「新 しい 都 会 」(同 上 書;LaVillenouvelle,inF.H.)
169 T.14 「我 都 会」(同 上 書;MaVille,inIbid.)
170 Tユ4 「花kに 寄 せ る」(同 上 書;VersIesFleurs,inIbtid.)
171
'1'
.14 「十 一 月」(同 上 書;Navembre,inB.R、)
172 T.14 「小 舟」(同 上 書;LaBarque,inlbid.)
173 T.14 「修 道士 の 臨 終」(同 上 書;AgoniedeMoine,inM.)
174 T.14 「朝 」(同 上 書;LesMatines,inlbid.}
175 Tユ4 「黄 昏 」(同.ヒ 書 ≡LesVepres,inlbid.)
176 T_14 「修 道 士 の帰 途 」(同 上書RentreedesMoines,inlbid.)
177 T!4 「穀 倉 」(同 上書;LesGreniers,inFl.)
178 Tユ4 「果 樹 播 」(同 上 書;LesEspaliers,inIbid.)
179 T.14 「パ ン製 造 」(同 上書;CuissonduPain,inlbid.)
180 T.14 「風 の礼 讃 」(同 上 書AlaGloireduVent,inM.S.)
Tユ4 高 村 光 太 郎 『天 上 の炎 』(新 し き村 出 版 部 、3月);50,114,115,llZ126,127,128,13Q136,138,139,140
XS1 T.14 「昔 の 信 仰 」(同 上 書;L'ancienneFoi,inLesFlammeshautes,1917)
182 T.14 「私 の 眼 よ」(同 上 書;MesYeux,inlbid.)
183 T.14 「誇 」(同 上 書;L'Orgueilinlbid.)
184 T.14 「機 械」(同 上 書;LesMachines,inIbid.)
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186 T.14 「港 の突 堤 で」(同 上 書;SurlesMolesduPart,inIbid.)
186 T.14 「今 日の 人 に」(同 上 書;A1'Hommed'aujourd'hui,inlbid.〉
187 T.14 「機 会」(同 上 書;LaChance,inlbid.)
188 T.14 「波 止場 で 」(同 上 書;SurlesQuais,inlbid.)
189 T.14 「木 蔦」(同 上 書;LeLierre,inIbid.)
i90 T.14 「東 西 南 北 」(同 上 書;L'Est,1'Ouest,leSud,IeNord,inlbid.)
191 Tユ4 「森 」(同 上 書;LaForet,inlbid.)
192 T.14 「並 木 の 第 一 樹 」(同 上 書;LepremierArbrede1'Allee,in乃 砿)
193 T.14
'
「私 の 集(題 践 詩 〉」(同 上 書;Epilogue;maGerbe,inIbid.)
T.14 金 子 光 晴 『近 代 仏 蘭 西 詩 集 』(紅 玉 堂 、8月 〉;142,144,153,154,160
T.14 堀 口大学 『月下の一群』(第 一書房 、9月);49,52
ユ94 S.3 「葬 式(戦 争 の 赤 い翼)」(高 村 光 太 郎;「 至 上 律 」 第5輯 、7月;DuDeuil,inA.G,)
ユ95 S.3 「午後の時30」(高 村光太郎:「 至 上律」 第5輯 、7月;H.A.XXX)
S.3 高 村 光 太 郎=同 上 誌;54,102,103,ll3,120,133
S.3 高 村 光 太 郎=同 上 誌;第6輯 、12月;121(3)123(1,2)
S.4 高 村 光 太 郎:同 上誌;第7輯 、1月;97(3,4,5,6)
196 S.4 「午 後 の 時7,Sの 一 部 」(高 村 光 太郎:「 至 上 律 」 第8輯 、3月;Ibid.VII,VIII)
197 S.4 「私 の 部 屋(戦 争 の赤 い翼)」(高 村 光 太 郎1「 学 校 」3月;MaChambre,inA.G.)
zgs S.4 「午 後 の 時8,9」(高 村 光太 郎=「 至 上 律 」 第9輯14月;H.A.VIII,IX)
199 5.4 「午 後 の 時10」(高 村 光 太 郎:「 至 上 律 」 第10輯 二、5月;Ibid.X)
高 村 光 太 郎:同 上 誌;129(12),!37(ll)
高村光太郎:同 上誌;第11輯 、8月;137(13)
200 s.s 「出立 」(山 内義 雄 『山 内 義 雄 訳 詩 集 』 白水 社 、12月;LeDepartinC.H.)
5.16 「午 後 の 時1～13」(高 村 光 太 郎:村 上 菊 一 郎 編 『仏 蘭 西 詩 集 』 青 磁 社 、ll月;H.A.1--XIII);
116,121,123,124,129(12),137(13),196198,199
zo1 Sユ8 「午後 の 時14-一一24」(高 村 光 太 郎:菱 山修 三編 『続 仏 蘭 西 詩 集 』 青磁 社 、1月;Ibid.XN～XXIV>;129(18>,
137
5.26 (金子光晴:『 世界解放詩集」野 間宏編 、飯塚 書店、5月);工56
S.28 高村光太郎 『ヴェルハ アラ ン詩集 』(創元社 、12月);16以 降の高村訳 を収録
202 5.28 「パ ン焼 」(同 上 書 、 初 出か?不 明;CuissonduPain,inFl.)
203 5.28 「燃 える 娘 」(同 上 書 、 初 出 か?不 明;LaFillesarden亡e,inE肱)
204 5.28 「農 家 の 家 」(同 上 書 、 初 出 か?不 明;CourdeFerme,inPl.)
za5 5.33 「午後の時25,26,29」(1高 村光太郎全 集』購 房、第18巻 、9月;H.A.XXV,XXVI,㎜)
(表3) 日本 にお け るiE.Verhaeren関 連 資 料(評 伝丁研究など)略 年 表
◆原則 として初出資料に限 り,初 出誌不明の場合以外 は再録誌 ・書 について
追跡は しない.
◆部分 的に論及 されている資料で も,資 料的価値が高いと判断 されるものは
記載する.
1 M.34 無署名(上 田敏か?〉 「瀟西藝録」(「江湖文學」 第3号 、1月)
II M.34 上 田敏 「白耳義文學 ・補遺」(『文藝論集』春 陽堂 、12月)







永 井荷風 「佛國 に於 ける印象派」(「文章 世界」第4巻 第3号 、3月)
内藤濯 「神秘 と運命 との詩人」(「帝 國文學」 第15巻 第5号 、5月)
松 原至文 「ベルギ ー文學」(『文藝 百科全 書』 島村抱 月編、隆文館、12月)
VII M.43 中原青蕪 「文壇 うめ草」(「太 陽」 第16巻 第12号i9月)
vzzz M.44 西宮藤朝 「ヴェルハ ー レンの詩」(「劇 と詩」11月)







西条八十 「ゴルハ アレ ンが詩 の経路 」(「未来」 第1,2月)
与謝野寛 ・晶子 「巴里 よ り』(金 尾 文淵堂、5月)






三富火の鳥(朽 葉)「 エ ミイル ・ゴルハア レン」(「早稲 田文學」4月 号)
犬塚 「最近思潮 ・ヴェルハ ー レンの叫び」(「早稲 田文學」113号 、4月号)
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XV T.4 三富火の鳥 「ゴルハ ア レンの生活頒歌」(「早稲 田文學」5月 号)
XVI T.fi ル ネ ・ギル、川路柳虹訳 「象徴 主義及象徴詩派」(「伴奏」 第2輯新春 の巻、1月)
xvzz T.6 川路柳虹 「食後 の卓」(「伴奏 」第2輯 新春の巻、1月)
XV7Tr T.6 三富火の鳥 「ご ルハ アLン を思ふ」(「早稲 田文學」2月 号)
XIX T.6 ロ ラ ン ・ド ・マ レ ス、 柳 沢 健 訳 「ヴ ェル ハ ー レ ン逝 く」(「詩 人 」 第2巻 第2号 、2月)
双 T.6 山宮 允 訳 「エ ミー ル ・ヴ ェ ル ハ ー レ ン評伝 」(「詩 入 」 第2巻 第2号 、2月)
XXI T.6 グー ル モ ン、 柳 沢 健 訳 「エ ミー ル ・ヴ ェル ハ ー レ ン」(「詩 人 」 第2巻 第2号 、2月)
XXII T.6 富 田砕花 「民衆藝術 と しての詩歌」(「早稲 田文學」135号 、2月 号)
XX工1工 T.6 川路 柳虹 「ヴェルハ ア レン論」(「文 章世界 」第12巻 第4号 、4月)
XXIV T.6 ル ミ ・ド ・グル モ ン、 川 路 柳 虹 訳 「ヱ ミー ル ・ヴヱル ハ ア レ ン」(「伴 奏 」 第3輯 春 の 巻 、4月)
XXV T.6 川路柳 虹 「尊 きこの世紀の詩 人ヴヱルハア レンに」(同 上誌)
XXV工 T.6 上田敏 「現代 の藝術』(實 業之 日本社 、5月)
XXVI工 T.7 増 田篤夫 「新文學の為 に」(「新潮」 第28巻 第5号 、5月)
XXVIII T.8 川路柳 虹 「ホ イッ トマ ンと自由詩」(「現代 詩歌」5月 号)
XXIX T.9 ル ミー ・ ド ・グー ル モ ン、 柳 沢 健 訳 「ヱ ミー ル ・ヴェ ル ハ ー レ ン」(『現 代 の詩 及 詩 入 』 尚 文 堂)
XXX T.9 新城和 一 「訳 者の序」(エ ミイル ・ゴ ルハ レン詩集 『触 手あ る都会、錯覚の 田園』 洛陽堂)
XXXI T.11 矢野 峰人 「詩界行 脚ごルハ アレン」(「詩聖」4月)
XXXII T.11 尾崎喜八 「ゴルハ アラン祭」(「日本詩人」 第2巻第8号 、8月)
XXXIII T.11 ア ン ドレ ・ド ・ポ ン シ ュ ヴ ィユi尾 崎 喜 八 訳 「ゴ ル ハ ア ラ ンの 回 想 」(「 白樺 」 第13巻11月)
XXXCV T.11 ス テ フ ァン ・ツ ワイ グ 、 前 田 春 声 訳 「ヱ ミイ ル ・ヴ ェ ル ハ ー レ ン ー 彼 の 一 生 と其 の作 品」
(「日本 詩 人 」 第2巻 、1月 、2月 、3月 、4月 、5月 、6月 、7月 、8月 、
9月 、IO月 、1!月 、12月)
XXXV T.12 同上 書 、 同上 誌;第3巻 、8月i10月111月
XXXVI T.15 尾 崎 喜 八 「エ ミイ ル ・ヴェ ル ハ ー レ ン」(「 明星 」3月)
XXXVIT S.3 片山敏彦 「ヴェルハ ー ラン」(「至上律」第5輯 、7月)
XXXVIII S.3 森脇達夫 「ヱごルハ ラ ン断想」(同 上誌)
XXXIX S.3 谷内一郎 「感想断片」(同 上誌)
XL S3 真壁 仁 「詩父ゴ ルハ アラ ン」(同 上誌)
XLi S.3 渡辺 茂 「吾等が ヴェルハ ー ラン」(同 上誌)
XLII S.3 伊藤 整 「風 一 ヴxル ハ ア ランに捧 げる」(同 上誌)
XLIII 5.8 高村光太郎 「ヴェルハ アラ ン」(『岩波 講座世界文学近代作家論』、岩波書 店)
XLN 5.10 西条八十 「ヴェルハ ーラ ン」(『世界文 学大辞典』第1巻 、吉江喬松 編、中央公論 社、10月)
XLV S.10 川路柳虹 「自由詩 の可能 と誤謬」(『詩 学』耕進社)
XLVI S。25 内藤濯 「ヴェラー ラン」(『フラ ンス文 学辞典」全国書房、12A)
XLVII 5.27 波 多 野 茂樹 「ヴ ェ ルハ ー レン とロ マ ン ・ロ ラ ンの 手 紙 」(「 ロマ ン ・ロ ラ ン研 究」 通 号4、6月)
XLVIII 5.29 北川冬彦 「高村光太郎 とヴェルハ アラ ン」(「時間」7月)
XLIX 5.32 吉本隆明 『高村光太郎』(飯塚書店)
L 5.39 森 乾 「ヴェルハ ーレンと日本人」(「本 の手帖」10月)
LI 5.41 阪本越 郎 「高村 光太郎 とエ ミール ・ヴェルハア レンー その相似 の人生行路 について」(「万緑」2月)
LII S41 伊 藤信 吉 『高村 光太郎研究』(思 潮社 、8月)
LIII 5.47 安 川定男 「高村 光太郎 とヴェルハ ーラ ン」(吉 田精 一編 『高村光太郎の人 間 と芸術 』教育 出版セ ンター、
6月)
LIV S.49 渡 部一民 「ヴェラー レン」(『フランス文学辞典』 白水社 、9月)
LV 5.49 平 川祐弘 「高村 光太郎におけ る訳詩 と創作 詩」(『講座比 較文学4近 代 日本の思想 と芸術II』
東京大学出版会)
LVI 5.50 島田謹二 「上田柳村 の 『海潮音』」(『日本 にお ける外 国文学』上巻、朝 日新 聞社、12月)
LVII 5.51 嶋 岡最 『高村光太郎 』(レ グルス文庫60,第 三文明社)
LVIIT 5.53 窪 田般弥 「日本近代 文学 とヴェルハー レン」(『日本近代 文学大事典』第4巻 、講談杜、1月)
LIX 5.53 檀上文雄 「エ ミール ・ヴェルハー レンの現代意識」(「鈴峯 女子短期大 学人文社会科学研究集
第25集 、12月)
LX S.57 大場恒明 「高村光太郎 とエ ミール ・ヴェルハ ーレン」(「日本 女子大学 紀要文学部」第31号 、3月)
LXI 5.64 佐藤伸宏 「三富朽葉 とエ ミール ・ヴェルハ ーレン」(「日本文 学ノー ト」 第20号)
LXII 5.60 佐藤伸宏 「日本 に於 けるエ ミール ・ヴ ェルハ ーレンー明治 ・大正期 を申心 に一 上一」
(「宮城学院女子大学研究論文集」通号62)
LXIII 5.61 佐藤伸宏 「日本 に於 けるエ ミール ・ヴェルハー レンー 明治 ・大正期 を中心 に一 中一(1)」
(「宮城学院女子大学研究論文集」通号64)
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LXIV S.63 大場 恒明 「訳詩家 と しての高村光 太郎一 エ ミール ・ヴェルハ ー レン詩篇 をめ ぐって」
(「日本 女子大学紀要文学部」第37号 、3月)
LXV Hユ1 大 場 置明 「エ ミー ル ・ヴ ェ ル ハ ー レ ンのlmagesJaponaisesを め ぐ って」






大揚 垣明 「エ ミール ・ヴェルハ ー レンと上田敏 」(「麟麟」第9号 、神奈 川大 学経営 学部17世 紀研 究会、
3月)






村松 定史 「異文化交流 のひ とこま一 ヴェルハー レンと縮緬本」(「研究紀 要」(8)、 東京成徳大学〉
大場恒明 「明治期 におけるエ ミール ・ヴェルハー レン移入」(「麟麟」 第10号 、3月)
LXX H.14 大場恒明 「大正期 におけるエ ミール ・ヴェルハー レン移入(1>」(「 頗麟」 第11号)
LXXI Hユ5 大 場 恒 明 「大 正 期 に お け る エ ミー ル ・ヴ ェル ハ ー レ ン移 入(2>」(「;a:」 第12号)
〈 注 〉
(1)資 料 の 参 照 は 表2の も の は 算 用 数 字 で 表3の も の は ロ ー マ 数 字 で,文 中,











(6)OsamanEdwards:Japanese、PZα ン5and、Piα 漉 配αωs(London,William
Heinemann}
(7)VirginiaM.Crawford:君 禰ZθVerhaererz,theBelgiarzPoet(The
Fo蝿 漉gん 吻Rθ 悦 θzθNovember1$96,pp.715-726)
(8)HenriMorier:ゐ θrythm,eduversZibresymbol2ste,etudiechez
レ砂 んαθγθπ沼 θ競dθ 磁9η 餓y琶 θ`〔幹G畷 枷 θ広5θ8γθ翻 ②oη5α"θo乙 θ8θη5,工,
LesPressesAcademiques,Geneve,1943,pp.244-245)
(9)中 村 星 湖 「お ぼ え 書 き」(『 三 富 義 臣 君,今 井 国 三 君,追 悼 録 』 大 正6年,
三 富,今 井 追 悼 録 事 務 所,28頁)
(10)AndreBeaunier二Leversl2bre(Mercure(加Fγ αηcθ,III-1901,pp.613-633)
(11)人 見 東 明 「明 治 詩 壇 の 一 角 一 「自然 と 印 象 」 の 復 刻 に つ い て 」(『 三 富 朽 葉
全 集 』 第3巻(下),牧 神 社,1978,13頁)
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(12)『 三 富朽 葉全 集 』 第2巻,「 遺 稿 雑 纂 」,牧 神 社,1978,234頁
(13)前 掲 書,366頁
(14)前 掲 書,65頁
(15)小 論 「金 子 光 晴 とブ リュ ッセ ル を歩 く」(「麟 麟 」 第13号,神 奈 川大 学 経 営
学 部 十 七 世 紀 文 学研 究 会,2004)参 照
(16)金 子 光 晴 「高 村 光太 郎 訳 『天 上 の 炎 』 解 説 」(『 金 子 光 晴全 集 』 第15巻,中
央 公 論 社,昭 和51年,384頁)
(17)矢 野 峰 人 「『日本 現 代 詩 大 系 』 第5巻,解 説 」(河 出書 房,昭 和26年,387
頁)
(18)『 高 村 光 太 郎 全 集 』 第18巻(筑 摩 書 房,昭 和32年,288頁)
(19)宗 左 近 「高 村 さ ん の翻 訳 」(草 野 心 平 編 『高 村 光 太 郎 研 究 』 筑 摩 書 房,昭
和34年,252頁)
(20)EmileVerhaeren:LesVtillagesidlusoires,in(EuvresI-III(Geneve,
SlatkineReprints,1977,pp.265-266)/『 高 村 光 太 郎 全 集 』 第18巻,283頁
(21)『 高 村 光 太 郎 全 集 』 第1巻,175-178頁
(22)前 掲 書,190-193頁
(23)前 掲 書,221-230頁
(24)高 村 光 太 郎 「気 につ い て 」(『高 村 光 太 郎 全 集 』 第8巻,77頁)
(25>高 村 光 太 郎 「新 緑 の毒 素 」(「 白樺 」 明治44年7月 号)
(26)嶋 岡展 『高 村 光 太郎 』(レ グ ル ス文 庫60,第 三 文 明社,1976,8頁)
(27)高 村 光 太 郎 「七 月 の 言 葉」(『 高 村 光 太 郎 全 集 』 第9巻,345頁)
(28)「 高 村 光 太 郎 全 集 』 第1巻,355頁,第2巻,165頁,326頁
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